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一
、
は
じ
め
に

　
『
五
常
内
義
抄
』
は
、
文
永
二
年
成
立
、「「
ヤ
マ
ト
モ
ロ
コ
シ
ノ
証

拠
并
ニ
、
内
外
典
ノ
本
文
」（
序
）
を
注
釈
的
に
集
め
」
た
、「『
童
子

教
』
等
教
訓
と
『
十
訓
抄
』
と
の
中
間
的
性
格
を
有
」
す
る
「
教
訓
説

話
集）

1
（

」
で
あ
る
。

　

唯
一
の
専
論
で
あ
る
太
田
次
男
氏
「『
五
常
内
義
抄
』
解
題）

2
（

」
は
、

狛
朝
葛
『
続
教
訓
抄）

3
（

』「
五
常
」
項
と
『
五
常
内
義
抄
』
五
常
配
当
箇

所
の
一
致
、『
続
教
訓
抄
』
六
と
『
五
常
内
義
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
教

訓
的
章
句
の
近
似）

4
（

か
ら
、
狛
朝
葛
を
編
者
候
補
と
し
て
提
示
し
た
う
え

で
、

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
今
、
遽
に
、
朝
葛
を
撰
者
と
し
て
断
定

す
る
迄
に
は
至
ら
な
い
が
、
従
来
の
撰
者
の
範
囲
を
も
う
少
し
拡

大
し
て
、
こ
の
種
の
楽
人
等
の
中
に
も
、
撰
者
と
し
て
の
条
件
に
、

か
な
り
よ
く
適
合
し
た
人
物
の
存
す
る
こ
と
は
否
め
ぬ
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
如
く
、『
五
常
内
義
抄
』
が
、
伏
見
宮
家
、
菊
亭
家
と
い

う
音
楽
に
因
り
の
両
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
事
が
記
録
の
上
で
知

ら
れ
、
内
容
か
ら
も
、
他
書
に
み
ら
れ
ぬ
秘
曲
に
関
す
る
記
事
（
礼

ノ
第
十
六
所
収
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
、『
続
教
訓
抄
』
に
引
か
れ
る
白
氏
文
集
（
新
楽
府
）
の
注

釈
の
文
が
、
当
時
、
興
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
筈
の
『
白
氏
新

楽
府
略
意
』（
中
略
）
か
ら
抄
出
さ
れ
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
り
、

狛
氏
な
ど
、
興
福
寺
に
隷
属
す
る
楽
人
達
が
、
同
寺
の
所
蔵
本
を

閲
覧
し
得
た
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、『
続

教
訓
抄
』
や
『
五
常
内
義
抄
』
に
も
屡
々
引
か
れ
る
太
子
憲
法
に

し
て
も
、
そ
の
全
文
を
収
録
す
る
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
徳
治
二
年

鈔
本
が
、
興
福
寺
に
現
存
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
と
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
楽
人
達
の
著
作
に
、
漢
籍
の
外
、
広
く
、
多
方
面
の
書
籍

が
引
か
れ
た
と
し
て
も
、
別
に
不
思
議
は
な
い
。

右
の
ご
と
く
、
南
都
の
楽
人
の
手
に
な
る
可
能
性
を
示
唆
し
つ
つ
、

「
儒
・
仏
の
書
籍
を
多
く
引
く
が
、
そ
の
道
を
専
業
と
す
る
人
の
著
作

と
し
て
は
、
一
種
の
具
体
性
や
深
さ
に
欠
け
る
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
」
と
し
て
、『
五
常
内
義
抄
』
が
、「
広
く
流
布
し
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
一
因
」
を
分
析
し
て
い
る
。

『
五
常
内
義
抄
』
の
享
受
と
『
聖
徳
太
子
御
憲
法
玄
恵
註
抄
』（
上
）

│
│
『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
学
の
交
叉
を
め
ぐ
っ
て
│
│

　
　
　
　
　
　

野
上　

潤
一
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そ
の
伝
本
に
つ
い
て
、
太
田
氏
は
、
左
の
ご
と
く
、
分
類
整
理
し
て

い
る
が
、

い
ま
、便
宜
上
、こ
れ
を
系
統
的
に
分
類
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。

（
Ａ
）
類
（
１
） （
イ
） 

内
閣
文
庫
蔵
二
巻
〔
宝
徳
四
年
奥
書
江
戸

　
　
　
　
　
　
　
　

 

初
〕
写
本
一
冊

　
　
　
　
　
　

 （
ロ
） 

松
平
家
披
雲
閣
蔵
二
巻
〔
上
巻
文
明
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　

 
下
巻
寛
文
六
年
〕
写
本
二
冊

　
　
　
　
（
２
） （
イ
） 
故
山
田
孝
雄
氏
蔵
二
巻
〔
江
戸
初
〕
写
本

　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
冊

　
　
　
　
　
　

 （
ロ
） 

家
蔵
二
巻
〔
江
戸
初
〕
写
本
二
冊

　
　
　
　
（
３
） 香
川
大
学
付
属
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
二
巻
〔
江

　
　
　
　
　
　

 

戸
前
期
〕〈
存
下
巻
〉
刊
本
一
冊

（
Ｂ
）
類
（
１
） （
イ
） 

吉
田
幸
一
氏
蔵
一
巻
長
禄
四
年
写
本
一
冊

　
　
　
　
　
　

 （
ロ
） 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
一
巻
写
本
一
冊

　
　
　
　
　
　

 （
ハ
） 

内
閣
文
庫
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
各
一
巻
重
鈔

　
　
　
　
　
　
　
　

 

書
陵
部
本
各
一
冊

（
Ｃ
）
類
（
１
） 香
川
大
学
付
属
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
一
巻
寛
文

　
　
　
　
　

  

五
年
写
本
一
冊

こ
の
う
ち
、Ａ
類
は
二
巻
本
系
統
に
、Ｂ
類
は
一
巻
本
系
統
に
夫
々
、

属
し
、
Ｃ
類
は
Ａ
類
本
の
抄
略
本
の
体
裁
で
は
あ
る
が
、
更
に
、

検
討
を
要
す
る
。

・
Ａ
類
本

Ａ
類
（
１
）
の
（
イ
）（
ロ
）
両
本
を
み
る
に
、（
イ
）
の
内
閣
文

庫
蔵
本
は
、（
中
略
）
こ
れ
を
（
ロ
）
の
松
平
家
本
と
比
較
す
れ
ば
、

内
閣
本
の
脱
字
・
脱
文
で
、
こ
れ
を
、
松
平
家
本
に
よ
っ
て
補
い

得
る
個
所
も
少
か
ら
ず
、
ま
た
、
松
平
本
の
漢
字
個
所
が
、
内
閣

本
で
は
、
仮
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
個
所
も
少
く
な
い
。
更
に
、

こ
れ
は
書
写
年
代
の
相
違
か
ら
か
、
仮
名
遣
い
や
国
語
の
用
語
等

の
点
よ
り
み
て
も
、
松
平
本
の
方
が
旧
態
を
保
存
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
篇
次
か
ら
み
て
も
、
内
閣
本
の
仁
、
第

五
・
六
・
七
は
、
他
本
で
は
総
て
、
第
六
・
七
・
五
の
順
に
な
る
よ
う

な
異
例
個
所
も
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、
所
引
の
内
外
典
を
み
る
と
、

内
閣
本
で
は
、内
典
に
つ
い
て
は
、概
ね
、片
仮
名
交
り
文
に
な
っ

て
い
る
が
、
外
典
は
そ
の
多
く
が
漢
文
に
返
点
送
仮
名
を
施
し
た

ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、
読
み
下
し
文
で
あ
る

諸
本
と
大
き
く
相
違
す
る
。
ま
た
、
内
閣
本
の
首
に
あ
る
、（
中

略
）
こ
の
劈
頭
の
「
五
常
」
の
記
述
は
本
文
の
そ
れ
と
は
、
内
容

上
異
な
る
の
で
、
始
め
か
ら
本
文
で
あ
っ
た
か
否
か
を
疑
わ
し
め

る
。
内
閣
文
庫
本
は
か
か
る
点
か
ら
も
、
諸
本
と
相
異
す
る
個
所

が
少
く
な
い
。
そ
の
他
、
引
用
書
名
に
「
三
教
指
帰
」「
鸚
鵡
賦
」

な
ど
、他
に
み
ら
れ
ざ
る
、内
容
に
合
わ
ぬ
不
当
の
個
所
も
み
え
る
。

以
上
よ
り
す
れ
ば
、
松
平
家
蔵
本
（
わ
け
て
も
そ
の
上
巻
）
は
―
無

論
、誤
写
・
誤
脱
等
も
皆
無
で
は
な
い
が
―
二
巻
本
の
基
準
と
な

る
べ
き
一
本
で
あ
る
。（
中
略
）
山
田
氏
蔵
本
・
家
蔵
本
は
、
共
に
、

平
仮
名
本
で
あ
る
。（
中
略
）
平
仮
名
書
に
改
め
ら
れ
る
に
従
い
、

叙
述
は
、
和
文
化
し
て
、
平
易
と
な
り
、
引
用
の
漢
文
は
総
て
延
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べ
書
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
漢
語
・
仏
教
語
の
音
読
を

表
記
す
る
場
合
の
誤
り
が
屡
々
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、
片
仮
名
交

り
文
に
比
し
、
よ
り
説
教
調
が
加
わ
り
、
そ
れ
に
相
応
し
く
、
他

本
に
は
み
ら
れ
ぬ
、
同
じ
く
説
教
的
色
彩
の
濃
い
附
加
個
所
が
随

所
に
認
め
ら
れ
る
。
内
容
か
ら
み
て
、
松
平
本
下
巻
は
こ
の
平
仮

名
本
の
段
階
に
近
い
一
本
と
い
え
る
。

　

・
Ｂ
類
本

吉
田
氏
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
は
、
Ｂ
類
の
一
巻
本
系
統
に
属
す
。

こ
れ
を
二
巻
本
々
文
に
比
す
れ
ば
先
ず
、篇
数
で
は
、二
巻
本
所
収
、

仁
の
第
十
、
及
び
、
智
の
第
二
十
一
の
二
篇
を
欠
き
、
計
十マ

九マ

篇

で
あ
る
。
ま
た
、
内
容
か
ら
み
て
も
、
引
用
書
が
二
巻
本
に
比
し

若
干
少
な
く
、
ま
た
、
二
巻
本
所
引
の
内
外
典
を
一
部
省
略
し
た

り
、
そ
の
引
用
文
に
関
し
、
二
巻
本
に
は
み
ら
れ
ぬ
「
ソ
ノ
心
ハ

…
」
と
い
う
説
明
文
が
附
加
さ
れ
た
り
、
或
は
、
説
明
し
易
く
本

文
が
改
め
ら
れ
た
個
所
や
、
一
部
省
略
す
る
よ
う
な
こ
と
も
認
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
一
巻
本
に
は
、
成
立
事
情
を
述
べ
る
文
永
二
年

の
識
語
を
欠
く
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
撰
者
を
、
信
西
、
或
い

は
、
重
盛
に
擬
そ
う
と
す
る
説
が
附
加
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
一
巻

本
系
統
の
本
文
は
、
二
巻
本
の
後
に
成
立
し
た
と
み
る
の
が
穏
当

と
思
わ
れ
る
。

・
Ｃ
類
本

こ
の
本
は
、
本
文
が
極
く
短
く
、
内
外
典
よ
り
の
引
用
も
諸
本
に

比
し
て
遥
か
に
少
い
の
で
、
抄
略
本
と
も
云
え
よ
う
が
、
篇
数
は

二
巻
本
に
一
致
し
、
八
十
一
篇
を
完
備
す
る
。
篇マ

数マ

も
、
仁
、
一
ヶ

所
に
、
内
閣
文
庫
蔵
本
・
松
平
本
が
相
異
す
る
個
所
は
松
平
本
に

一
致
し
、
他
は
総
て
二
巻
本
と
同
じ
で
あ
る
。
二
巻
本
系
統
の
本

に
あ
る
文
永
二
年
の
識
語
は
無
く
、
一
説
と
し
て
、
重
盛
撰
者
説

を
挙
げ
て
い
る
（
従
っ
て
、
重
盛
云
々
の
有
無
に
よ
り
、
一
、二
巻
を

区
別
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
）。
ま
た
、
内
閣
文
庫
蔵
本
と
こ
の
本

に
の
み
、
首
に
五
常
に
関
す
る
記
述
を
据
え
、
更
に
、「
夫
五
常

者
…
」
に
始
る
序
文
の
次
に
、
改
め
て
、
五
常
の
別
解
を
掲
げ
る

が
、
こ
れ
は
他
の
何
れ
の
本
に
も
み
ら
れ
な
い
。

諸
本）

5
（

を
比
校
す
る
か
ぎ
り
、
松
平
家
披
雲
閣
本
上
巻）

6
（

以
外
の
す
べ
て
の

本
に
、
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

善
本
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
本
論
で
は
、
①
典
籍
に
お
け
る
引
用
と
い

う
観
点
か
ら
見
た
、
中
世
に
お
け
る
流
布
状
況
、
②
享
受
史
上
に
お
け

る
南
都
と
の
関
わ
り
の
有
無
、
③
本
文
伝
流
史
に
お
け
る
享
受
資
料
所

引
本
文
の
位
置
づ
け
を
検
覈
す
べ
く
、
中
世
に
お
け
る
『
五
常
内
義
抄
』

享
受
に
つ
い
て
概
観
し
、
特
に
『
聖
徳
太
子
御
憲
法
玄
恵
註
抄
』（
以
下
、

「
玄
恵
註
抄
」）
所
引
本
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
中
世
後
期
学
問
史
研
究
の
立
場
か
ら
、『
十
七
条
憲
法
』（
以
下
、

「
憲
法
」）
を
引
用
す
る
『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
註
釈
の
交
叉
を
め
ぐ
る
、

中
世
後
期
学
問
史
の
一
齣
を
闡
明
す
る
こ
と
を
も
、
併
せ
目
指
す
。
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二
、『
五
常
内
義
抄
』
の
享
受
に
つ
い
て

　
『
五
常
内
義
抄
』
の
享
受
に
つ
い
て
は
、『
続
教
訓
抄
』・『
寝
覚
記
』・

『
三
国
相
伝
陰
陽

轄
簠
簋
内
伝
金
烏
玉
兎
集
』
お
よ
び
『
簠
簋
抄）

7
（

』・

『
独
朗
鈔
』・『

囊
鈔
』お
よ
び『
色
葉
字
訓
』・
仮
名
本『
曾
我
物
語
』・

『
雑
和
集
』
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
当
該

典
籍
の
出
典
と
し
て
の
指
摘
に
と
ど
ま
り
、『
五
常
内
義
抄
』
享
受
と

い
う
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
が
少
な
い
―
か
つ
、
相
互
に
参
照
さ
れ

て
い
な
い
―
た
め
、
ま
づ
指
摘
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
以
下
に
概
観

す
る
こ
と
と
す
る）

8
（

。

　

ま
づ
、
同
時
代
の
典
籍
で
あ
る
『
続
教
訓
抄
』
と
の
一
致）

9
（

に
つ
い
て

見
る
と
、

▼
『
続
教
訓
抄
』
八

　
　
　
　
五
常

仁
義
礼
智
信
也
。（
中
略
）
仁
ト
云
ハ
慈
ナ
リ
、
不
殺
生
戒
也
。

故
ニ
心
ニ
慈
悲
ア
リ
テ
万
ノ
事
ニ
付
テ
哀
ミ
悲
ム
ナ
リ
。
又

云
。（
中
略
）
義
ト
云
ハ
和
也
。
不フ

チ
ウ
ト
ウ

偸
盗
戒
也
。
故
ニ
心
ニ
由
ア
リ
。

テ
万
ノ
事
ヲ
和
ケ
テ
強
キ
コ
ト
ナ
キ
ヲ
云
ナ
リ
。
又
云
ク
。（
中

略
）
礼
ト
云
ハ
順
ナ
リ
。
不フ

ジ
ヤ
イ
ン

邪
婬
戒
也
。
故
ニ
ヨ
ロ
ツ
ニ
ツマ

ヤマ

ア

リ
テ
何
事
ニ
モ
随
テマ

マ

申
也
。
又
云
。（
中
略
）
智
ト
云
ハ
賢
ナ
リ
。

不フ
ヲ
ン
ジ
ユ

飲
酒
戒）

10
（

也
。
故
ニ
ヨ
ロ
ツ
ニ
シ
ト
ケ
ナ
キ
事
ナ
ク
シ
テ
、
内
外

ニ
付
テ
カ
シ
コ
キ
ヲ
申
セマ

マ

。
又
云
ク
。（
中
略
）
信
ト
云
ハ
貞
ナ
リ
。

不
妄
語
戒
也
。
故
万
ノ
事
ヲ
ウ
タ
カ
フ
心
ナ
ク
シ
テ
思
ヒ
サ
タ
メ

テ
虚
言
ナ
キ
ヲ
貞
ト
ハ
申
ナ
リ
。
又
云
。（
中
略
）
此
五
常
ヲ
全

ク
ス
ル
人
ハ
災
害
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
去
リ
運
命
久
ク
タ
モ
ツ

　『
五
常
内
義
抄
』
仁
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

仁
者
慈
悲
（
他
本
「
慈）

11
（

」）
ナ
リ　

不
殺
生
戒

仁
ハ
慈
也
ト

申
ハ

、
心
ニ

慈
悲
在
テ

、
何
事
（
内
閣
文
庫
本
「
ヨ
ロ
ツ
ノ

事
」）
ニ

付
テ

、
哀
悲
ヘ
シ
、

　『
五
常
内
義
抄
』
義
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

義
ハ

和
也　

不
偸
盗
戒

義
ト

者
和
ナ
リ

　

ト
申
ハ

、
心
ニ

由
ア
リ
、
万
事
和
テ

忤
ヘ

（
補
入
）キ

（
内
閣
文
庫

本
「
強
キ

」）
事
無
キ
ヲ
申
ナ
リ
、

　『
五
常
内
義
抄
』
礼
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

礼
者
順
也　

不
邪
婬
戒

□
礼
者
順
也
ト
申
ハ
、
人
ハ
（
内
閣
文
庫
本
「
万
ニ

」）
カ（

補

入

）

マ
ヘ
テ
（
他

本
「
カ
マ
ヘ
テ
」
な
し
）
心
ニ

敬
有
テ
、
何
事
モ
能
ニ
（
他
本
「
能
ニ
」

な
し
）
随
ヲ
云
ナ
リ
、

『
五
常
内
義
抄
』
智
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

智
者
賢ケ

ン

也　

不
妄
語
戒）

12
（

智
ト
ハ
賢
也
、
ト
申
ハ
、
万
ニ
四
度
計
ナ
キ
事
ナ
ク
シ
テ
、
内
外

ニ
付
テ
、
賢
ヲ
申
ナ
リ
、

『
五
常
内
義
抄
』
信
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

信
者
貞
也　

不
飲
酒
戒

信
ハ
貞
也
ト
申
ハ
、諸
事
ニ
ウ
タ
カ
ヒ
ヲ
ナ
サ
ズ（
内
閣
文
庫
本「
万

事
ヲ

疑
心
無
」）、
思
定
テ
虚
言
ナ
キ
ヲ
、
貞
ト
申
ナ
リ
、
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五
常
配
当
箇
所
に
関
し
て
、
右
の
ご
と
く
、
同
文
関
係
が
確
認
で
き
る

の
で
、『
続
教
訓
抄
』
が
、『
五
常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ

り
が
あ
る
典
籍
か
ら
、
当
該
箇
所
を
引
用
し
て
い
る
と
見
て
、
あ
や
ま

つ
ま
い）

13
（

。

　
つ
ぎ
に
、
南
北
朝
期
の
典
籍
と
し
て
は
、
天
台
典
籍
で
あ
る
『
独
朗

鈔
』
に
関
し
て
、
牧
野
和
夫
氏）

14
（

に
よ
る
、
左
の
ご
と
き
指
摘
が
あ
る
が
、

「
孔
子
（
小
児
）
論
云
」
と
し
て
片
々
た
る
佚
文
を
収
め
る
『
五

常
内
義
抄
』
が
、
南
北
朝
初
期
に
日
蓮
宗
内
、
天
台
叡
山
内
に
お

い
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
康
永
三
年
成
中
山
法
華
経
寺
第

三
世
日
祐
『
本
尊
聖
教
録
』
に
「
五
常
内
義
抄
上
下
二
帖
」
と
著

録
を
見
、
成
立
が
明
応マ

マ

五
年
頃
以
前
に
溯
り
う
る
叡
山
西
谷
行
光

房
円
俊
撰
と
も
伝
え
る
『
独
朗
鈔
』
に
「
五
常
内
義
抄
云
」
と
の

引
文
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

稿
者
未
見
の
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
こ
で
、「
五
常
内
義
抄
」
と
は
し
な
い
も
の
の
、
明
示
的
に
引
用

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、行
誉『

囊
鈔）

15
（

』を
見
る
と
、

▼
『

囊
鈔
』
六

亦
玄ケ

ン
ヱ恵

法
印
ノ
抄
ニ

云
。
晴
ノ
座
ニ
テ
。
酒
ヲ
飲
ニ
ハ
。
必
ス

三
遅チ

ト
云
テ
。
ヲ
ソ
キ
事
ア
ル
ベ
シ
。
一
ニ

ハ
人
ノ
手
ヨ
リ
酒
器キ

ヲ
受

ル
ニ
。
无　
二

左
右　
一

。
不　
ル
二

請
取　
一

問マ
マ

遅
シ
。
二
ニ

ハ
請
取
テ
酒
ヲ
受

テ
モ
軈ヤ

ガ

テ
不　
レ

飲
マ

人
ノ
目
ヲ
懸
ル
時
飲
間
遅
シ
。
三
ニ

ハ
飲
テ
後
。

人
ノ
飲
ニ
モ
左
右
ナ
ク
。
不　
二

請
取　
一

間
遅
シ
。
故
ニ

酒
ヲ
三
遅
ト

云
也
。

『
五
常
内
義
抄
』
礼
五
（
内
閣
文
庫
本
）

第
五
、
禊ハ

レ
ノ

座
ニ
テ

　

、
酒
ヲ

呑
マ
ン
ニ
、
必
三
遅
ト
云
テ
、
三
ノ
遅
コ

ト
ア
ル
ベ
シ
、
一
ニ

ハ
、
人
ノ

手
ヨ

リ
酒
盃
ヲ

受
モ

、
無　
二

左
右　
一

不　
二

請

取　
一

間
タ

遅
シ

、
二
ハ
請
取
テ
、
酒
ヲ
受
テ

モ
、
軈
テ

不　
レ

呑
シ
テ
、
人

ノ

目
ノ

カ
ヽ
ル
時
呑
ム
間
遅
シ
、
三
ハ
呑
テ

後
、
人
ニ

指
事
無　
二

左
右　
一

与
ユ
ル
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
「
セ
サ
ル
」）
間
遅
シ

、
故
ニ

三
遅
ト
云
、

▽
国
会
図
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
注
』
九
月
九
日

三
遅
ト

者
、
酒
ノ

名
也
。
坏
ニ

有　
二

三
遅
ノ

礼　
一

。
無
左
右　
一

坏
ツ
キ
ヲ

　
　

不　
ル

二

請
ケ
取　
ラ
一

、
一
遅
。
請
テ
後
、
懸カ

ヽ
テ

人
ノ

目　
ヲ
一

、
無　
二

左
右　
一

不　
レ

飲
、

二
ノ

遅
。
飲
テ

後
、
坏
ヲ

引ヒ
カ

ヘ
テ

　

、
無　
二

左
右　
一

不
ル

指　
サ
一

、三
ノ

遅
。

「
玄
恵
法
印
ノ
抄
」
に
関
し
て
、
右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』
非
五

常
配
当
箇
所
と
の
同
文
関
係
が
確
認
で
き
る
の
で
、「
玄
恵
法
印
ノ
抄
」

が
『
五
常
内
義
抄
』
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
。

　
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
、
引
用
を
明
示
し
な
い
箇
所
に

お
い
て
も
、

▼
『

囊
鈔
』
二

於　
二

神
社　
ニ
一

祭
文
等
ノ

詞
ニ

再
拝
々
々
ト
ア
ル
ハ
フ
タ
ヽ
ヒ
ヲ
ガ
ム

ト
云
心
歟
尤
其
義
也
仏
ヲ
ハ
三
度
拝
ム

法
報
応
ノ

三
身
ノ

徳
マ
シ
マ

ス
故
也
神
ヲ
バ
二
度
ヒ

礼
ス

本
地
垂
迹
ノ

徳
マ
シ
マ
ス
カ
故
ニ
貴
人

ヲ
ハ
一
礼
ス

当
時
ノ

威
徳
ヲ

貴
フ

心
也
サ
レ
ハ
本
文
ニ

云
ク

三
宝
ニ
ハ

　

尽

　
二

三
礼　
ヲ
一

神
明
ニ
ハ

　

致　
二

再
拝　
ヲ
一

人
間
ニ
ハ

　

成　
ト
二

一
礼　
ヲ
一

々
節
ノ

事
尤
モ

習

ヘ
シ
礼
楽
射
御
書
数ス
ウ

ト
云
ヘ
ハ
已ス

ニ

六
芸
ノ

第
一
也
サ
レ
ハ
礼
記
ニ

ハ
礼
義
三
百
威
儀
三
千
ト
云
リ
不　
ン
ハ

レ　

学　
ヒ

レ

詩
无　
シ

二

以
テ

言　
フ
コ
ト

一　
　

也



― 35 ―

不　
ハ

レ

学　
ヒ

レ

礼　
一

无　
シ

二

以
テ

立
テ
ル
コ
ト

　
　
　

ト
云
ハ

〈
取
意
〉
魯ロ
リ
ン論

ノ

名
言
庭
訓

ノ

濫ラ
ン
シ
ヤ
ウ觴
也
然
レ
ハ
太
子
ノ
憲
法
ニ
ハ
上カ

ミ

不シ　

ス
ン
ハ

レ
　
　

礼
而
下シ

モ

非ス　
レ

斉ト
ヽ
ノ

ハ

下
無　
ト
キ
ン
ハ

レ
　
　
　

礼
以
テ

必
ス

有　
リ

レ

罪ツ
ミ

是
ヲ

以
テ

君
臣
有　
ン
ハ

レ
　
　

礼
イ

位
次
不　
レ

乱

ト
侍
ヘ
リ

『
五
常
内
義
抄
』
礼
一
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
一
ニ

仏
ヲ

礼
シ

奉
ル
ニ
ハ
、
三
礼
ス
ヘ
シ
、
神
ヲ

礼
シ
奉
ル
ニ
ハ
、

二
礼
ス
ヘ
シ
、
貴
人
ヲ
バ
、
一
礼
ス
ヘ
シ
ト

云
リ
、
其
故
ハ

、
仏
ヲ

三
礼
シ
奉
ル
事
ハ
、
仏
ニ
ハ
、
法
報
応
ノ
三
身
ノ
徳
在マ

シ
マ

ス

故
、
三

度
礼
シ
奉
ル
ヘ
シ
、
神
ヲ
二
礼
シ
奉
ハ
、
本
地
垂
迹
ノ

二
ノ

徳
マ
シ

マ
ス
故
ニ

、
二
度
礼
シ
奉
ル
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
再
拝
ト
申
也
、
又
貴

人
ヲ

一
礼
ス
ル
ハ
、
当
時
ノ
威
徳
ヲ
礼
ス
ル
ナ
リ
、
太
子
ノ

憲
法
ニ

曰
、

上
不　
レ
ハ

レ　

礼
而
下
不　
レ

斉
、
下
無　
レ

礼
以
必
有　
レ

罪
、
是
以
、
君
臣
有

　

ハ
レ　

礼
位
次
不　
レ

乱
、
百
姓
有　
レ
ハ

レ　

礼
、
国
家
自
治
ト

云
リ
、

▽
『
童
子
教）

16
（

』

三
宝
ニ
ハ

　

尽　
シ
二

三
礼　
ヲ
一

神
明
ニ
ハ

　

致　
シ
二

再
拝　
ヲ
一

人
間
ニ
ハ

　

成　
セ
二

一
礼　
ヲ
一

右
の
ご
と
き
一
致
が
確
認
で
き
る）

17
（

の
で
、「
玄
恵
法
印
ノ
抄
」
を
『
五

常
内
義
抄
』
と
見
て
、
大
過
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
を
間
接
的
に
裏
づ
け
る
資
料
と
し
て
、
叡
山
僧
種
運
『
色
葉
字

訓）
18
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
色
葉
字
訓
』
下

酒ニ三遅チト

者
謂
ク

酒
器
ヲ

請
取
ル

処
一

請取
テ

飲ノ
ム

間二
飲終
テ

人
ニ

渡ス
処

三

已
上
三
遅
也　

玄
恵
法
印
五
常
内
議マ

マ

抄
ノ

註
ニ

見
タ
リ

『

囊
鈔
』
六

亦
玄ケ

ン
ヱ恵

法
印
ノ
抄
ニ

云
。
晴
ノ
座
ニ
テ
。
酒
ヲ
飲
ニ
ハ
。
必
ス

三
遅チ

ト
云
テ
。
ヲ
ソ
キ
事
ア
ル
ベ
シ
。
一
ニ

ハ
人
ノ
手
ヨ
リ
酒
器キ

ヲ
受

ル
ニ
。
无　
二

左
右　
一

。
不　
ル

二

請
取　
一

問マ
マ

遅
シ
。
二
ニ

ハ
請
取
テ
酒
ヲ
受

テ
モ
軈ヤ

ガ

テ
不　
レ

飲
マ

人
ノ
目
ヲ
懸
ル
時
飲
間
遅
シ
。
三
ニ

ハ
飲
テ
後
。

人
ノ
飲
ニ
モ
左
右
ナ
ク
。
不　
二

請
取　
一

間
遅
シ
。
故
ニ

酒
ヲ
三
遅
ト

云
也
。

▽
『
古
事
因
縁
集
』
下

又
玄
恵
法
印
ノ

抄
ニ

云
晴ハ

レ
ノ

座
ニ
テ

　

酒
ヲ

飲
ニ
ハ

　

必
ス

三
遅
ト
テ

　

ヲ
ソ
キ
事
可

　
シレ有
一
ニ
ハ　人
ノ

手ヨ
リ　酒
器
ヲ

受ル
ニ　无
　

ク
二左
右
　

一不　
ル
二請
取
　

ラ
一間
遅
シ

二

ニ
ハ

　

請　
二

取
モ

酒　
ヲ
一

間
遅
シ

故
ニ

酒
ヲ

三
遅
ト

云
也

右
は
、
木
村
晟
氏
他
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
主
要
典
拠
で
あ
る
『

囊

鈔
』
に
よ
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、「
玄
恵
法
印
ノ
抄
」

を
「
玄
恵
法
印
五
常
内
議
抄
」
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
そ
れ
が
、『
色
葉
字
訓
』
編
者
の
所
為
で
あ
る
か
は
、
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、「
五
常
内
義
抄
」
と
明
示
し
て
引
用
し
て
い
る
例

と
し
て
、『
雑
和
集）

19
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
雑
和
集
』
中

五
常
内
義
抄
云
、
人
集
て
歌
よ
む
事
あ
り
け
る
に
、
三
月
尽
の
心

を
折
し
も
小
の
月
な
り
け
る
を
、
藤
原
長
能
が
歌
云
、

こ
ゝ
ろ
憂
き
年
に
も
あ
る
哉
廿
日
余
り
九
日
と
い
ふ
に
春
の

暮
ぬ
る

と
読
た
り
け
れ
ば
、
大
納
言
公
任
卿
と
り
も
あ
へ
ず
、
さ
れ
ば
今
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年
の
春
は
只
廿
九
日
の
み
あ
る
か
と
難
じ
た
り
け
れ
ば
、
長
能
あ

は
候マ

はマ

せ
ら
れ
ぬ
と
思
け
る
よ
り
む
ね
ふ
さ
が
り
て
、
後
は
も
の

も
く
は
れ
ず
、
次
第
に
衰を

と
ろ

へ
て
や
が
て
死
に
け
り
。
惣
じ
て
物

を
難
ぜ
ん
事
旁
有
べ
か
ら
ず
。

『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
六
（
内
閣
文
庫
本
）

又
人
々
多
ク

集
テ

、
哥
ヲ

読
事
有
ケ
ル
ニ
、
三
月
尽
ノ

心
ヲ

折
節
（
他

本
「
折
シ
モ
」）
少
（
版
本
「
小
ノ
月
」）
ナ
リ
ケ
ル
ヲ
、
藤
原
長
能

哥
云
心
憂
キ

年
ニ
モ
有
哉
廿
日
ア
マ
リ
九
日
ト
云
ニ

春
ノ

暮
ヌ
ル
ト

読
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
大
納
言
公
任
取
ア
ヘ
ズ
、
サ
レ
バ
、
今
年
ノ

春
ハ
、

只
廿
九
日
ノ
ミ

　

ア
ル
カ
ト
難
セ
ラ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
長
能
ア
ハ
被　
レ

難
ヌ
ル
ヨ
ト
思
ケ
ル
ヨ
リ
シ
テ
、
胸
フ
ト
リ
テ
（
松
平
家
披
雲
閣

本
「
フ
サ
ガ
リ
テ
」）、
後
ニ

物
モ

不　
レ

食
、
次
第
ニ

衰
テ
軈
テ
死
ニ

ケ
リ
、

惣
シ
テ

　

物
ヲ

難
ス
ル
事
、
旁
不　
レ

可　
レ

有

明
確
に
、『
五
常
内
義
抄
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、

『
雑
和
集
』
の
場
合
、
近
世
初
期
成
立
の
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
点

に
問
題
を
残
す
。

　

以
上
の
例
か
ら
も
、
中
世
に
お
い
て
、『
五
常
内
義
抄
』、
お
よ
び
、

同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
が
流
布
し
て
い
た
可
能
性
は
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、『
五
常
内
義
抄
』
自
体
の
享
受
を
考
え
る
と
き
、

な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
そ
の
際
、『
五
常
内
義
抄
』
か
否
か
の
確
定
に
困
難
が
伴
う

こ
と
は
、
如
上
か
ら
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
享
受
の
実
態
と
認
定
の
便
宜
上
、
①
五
常
配
当
箇
所
に
関
す
る
一

致
、
②
引
用
本
文
に
関
す
る
一
致
、
③
地
の
文
に
お
け
る
一
致
に
分
類

し
、
以
下
に
考
覈
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
考
察
の
過
程
で
、
教
訓
書

を
め
ぐ
る
、
書
物
の
網
の
目
と
学
問
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、

本
節
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
五
常
配
当
箇
所
に
関
す
る
一
致
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
づ
、
断
片
的
な
一
致
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、
世
阿
弥
『
六

義）
20
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
六
義
』

頌
曲　

強
細
風
〈
第
七
〉
是
な
り
。（
中
略
）
但
、
強
き
に
心
得

べ
き
事
あ
り
。
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
に
、
義
を
「
和
な
り
」

と
注
せ
り
。
義
は
強
き
心
か
な
る
を
、「
和
ら
ぐ
」
と
也
。
然
者
、

和
ら
ぎ
て
負
け
ぬ
や
、
強
き
な
ら
ん
。
毛
詩
云
、「
治
れ
る
代
の

声
は
、
安
し
て
以
て
楽
し
む
」
と
云
々
。
治
ま
る
は
、
強
き
儀
也
。

返
々
、
和
ら
ぐ
は
強
き
道
か
と
見
え
た
り
。

『
五
常
内
義
抄
』
義
（
内
閣
文
庫
本
）

　

義
ハ

和
也　

不
偸
盗
戒

義
者
ハ

和
也
ト
申
ハ
、
心
ハ

ヨ
シ
有
テ
、
万
ノ

事
ヲ

和
ケ

強
キ

事
ノ

無
ヲ

申

也
、

▽
真
福
寺
蔵
『
仏
法
最
初
弘
仁
伝）

21
（

』
太
子
二
十
一
歳
条

五
常
者
、
内
典
ニ
ハ

　

五
戒
也
。
仁
義
礼
智
信
ノ

五
也
。
又
ハ

、
慈
和
順

賢
真マ

マ
ノ

五
也
。

傍
線
部
・
二
重
傍
線
部
に
お
い
て
、『
五
常
内
義
抄
』
と
の
類
似
が
確

認
で
き
る
。
傍
線
部
は
、「
五
常
の
「
義
」
に
「
和
な
り
」
と
注
し
た
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注
釈
に
よ
る
ら
し
い
が
、
典
拠
不
明）

22
（

」
と
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
が
、「
五

常
を
五
戒
と
結
び
つ
け
、
更
に
、
慈
・
和
・
順
・
賢
・
貞
と
も
関
連
し

て
解
す
る
よ
う
な
例
は
」「
比
較
的
稀
で
あ
る）

23
（

」
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、

『
六
義
』
と
、『
五
常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典

籍
と
の
交
渉
の
可
能
性
は
、（
文
字
通
り
の
意
味
に
お
い
て
）
皆
無
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
が
、
依
拠
関
係
の
認
定
に
適
さ
な
い
例
で

あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
五
常
配
当
箇
所
複
数
箇
所
と
の
同
文
的
な
一
致
が

確
認
で
き
る
例
と
し
て
、永
禄
二
年
本『
節
用
集
』「
五
常
」項）

24
（

を
見
る
と
、

▼
永
禄
二
年
本
『
節
用
集
』

五ゴ
ジ
ヤ
ウ常
〈
仁ジ
ン

義ギ

礼レ
イ

智チ

信シ
ン

〉
仁
ハ

者
忘　
レ
テ

レ　

自ミ

ヲ

恵　
ミ
レ

他
ヲ

救　
イ
レ

危
キ
ヲ

　

助　
ケ
レ

極ルヲ
　

捴ス
ヘ
テ

於　テ
レ

物ノ
ニ　先
　

ト
シテ

レ　　

志ヲ
有　
ル
レ

憐ム
心ロ謂イ
　

レ
フ

仁ト　
義
ハ

者
冨ト

ンテ
　

不ス
　
レ

驕ヲ
コ
ラ

積ツ

ン

テ　
能ヨク

施シ

跼
セ
ク
ヽ
マ

　リ
レ

天ニ

蹐
ヌ
キ
ア
シ

　

ス
レ地
ニ

交
　

リ
テレ　

衆ニ
不　
レ
争
ハ

以テ
謙
ヘ
リ
ク
タ

リ

相譲
ル

謂　
フ
二之
ヲ

義　
ト
一

　

礼
ハ

者臣
ハ

者
貴タ
ツ
ト

　

ヒ
レ君
ヲ

子ハ
者

孝　シレ
親ヲ
ヤニ弟
ト
　ハ

者随
　

イ
レ

兄ニ敬　
レ
イ

老タル
ヲ　　

者凡ソ
居　
レ
テ

上ミニ　

不　レ
侮ア
ナ
トラ

為　シテレ　
下シ
モト
不　
ル

レ
ヲ

　

乱ラ以テ
謂
フ

　

レ

礼
ト　智
ハ

者広
ク

諸
モ
ロ
〳
〵

ノ

学

ナ

　

レ
ヒ

　

文ブ
ンヲ

周ア
マ
ネ
ク

達　
　

シ

二
レ

万ヨ
ロ
ツ
ノ

之
芸　
ニ
一

尋　
テ
レ

古
ヘ
ヲ

　

（『
月
庵
酔
醒
記
』「
知　
レ

新
」
あ
り
）

大ヲ
ウ
カ
タ方

三ミ
タ
ヒ度

（
文
明
本
『
節
用
集
』・
堯
空
本
『
節
用
集
』「
度
」
な
し
）

思
テ

是
非
分
明
ナ
ル
ヲ

　
　

成
名　
テ
レ

之
ヲ

謂　
レ

智
ト　

信
ハ

者
（
文
明
本
『
節
用

集
』・『
月
庵
酔
醒
記
』「
心
」
あ
り
）
廉ス

ナ
ヲ

ニ

言コ
ト
ハ

正タ
ヽ

シ
ク

　

非　
レ
ハ

レ　

道
チ
ニ

　

者
不ス

　
レ

行
ハ

非　
レ
ハ

レ　

善
ニ

不ス　
レ

組ク
ミ

セ

（『
月
庵
酔
醒
記
』「
惣
而
内
外
不　
レ

餝
」
あ
り
）

勤ツ
ト

メ

行
テ

有　
ル
ヲ

レ　

実マ
コ
ト

名
テ

謂　
二

之
ヲ

信　
ト
一

『
五
常
内
義
抄
』
礼
（
版
本
）

礼
ハ
順
也
ト
申
ハ
、
万
ウ
ヤ
マ
ヒ
ア
リ
テ
、
臣
ハ
貴
ミ

君
ヲ

、
子
ハ

孝
シ

親
ニ

、
弟
ハ
随
ヒ
兄
ニ

、
敬
ヒ

老
ヲ
、
凡
ソ
居
テ

上
ニ

慢
セ
ス

、

下
ト
シ
テ
不
乱
レ
、
何
事
ニ
モ
。
シ
タ
ガ
ヒ
申
ヲ
礼
ト
云
、

『
五
常
内
義
抄
』
智
（
版
本
）

智
ハ
賢
也
ト
申
ハ
。
ヒ
ロ
ク
諸
文
ヲ
学
ビ
、
普
ク
万
ノ
ゲ
イ
ヲ
達

シ
テ
、
古
キ
ヲ
尋
ネ
新
キ
ヲ
知
リ
、
大
方
三
ヒ

思
テ
、
是
非
分

明
ナ
ル
ヲ
、
ヨ
ロ
ズ
ニ
。
シ
ド
ケ
ナ
イ
事
ナ
ク
シ
テ
、
内
外
ニ

付
テ
賢
ヲ
智
ト
申
也
、

『
五
常
内
義
抄
』
信
（
版
本
）

信　

者
貞
ナ
リ
ト
申
ハ
、
心
ロ

直
ク
ニ
、
コ
ト
バ
。
タ
ヾ
シ
ク
シ
テ
、

道
ニ

ア
ラ
ザ
レ
バ
不
行
、
善
ニ

非
ザ
レ
ハ
不
好
、
内
ニ

令
三
宝
、

外
ニ

ゴ
ン
行
有
誠
、
ヨ
ロ
ツ
ノ
事
ヲ
。
ウ
タ
ガ
フ
心
ナ
ク
、
思

ヒ
定
テ
、
虚
シ
キ
事
ナ
キ
ヲ
貞
ト
申
テ
、
信
ト
云
也
、

『
五
常
内
義
抄
』
序
（
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
）

仁
、
己
ヲ

忘
レ
テ

　

他
ヲ

恵
ミ

危ア
ヤ

ウ
キ

　

救
極
ヲ

助
ケ

、
於　
レ

物
情
ヲ

先サ
キ

ト
シ
テ

　
　

哀
心
也

義
、
冨
不　
レ

奢ヲ
コ

ラ

積
テ

能
ク

施
、
天
ニ

セ
ク
ヽ
マ
リ
地
ヌ
キ
ア
シ
ス
、

衆
交
不　
レ

諍
ワ

礼
ハ

、
臣
ハ

君
ヲ

タ
ツ
ト
ミ
、
子
ハ

親
ヲ

孝
シ

、
弟
ハ

兄
ニ

随
イ

、
老
タ
ル
ヲ

　
　

敬

イ

、
凡
ソ

上
ニ

居
テ

下
ヲ
恵
、
下
上
拝
ス
ル
ナ
リ

智
ハ

、
広
ク

諸
ノ

文
覚
普
万
芸
ニ

達
、
古
ヲ

尋
新
智
ル

、
大
方
思
テ

是
非

分
明
ナ
ル
ヘ
シ

信
ハ

、
直
ヲ
シ
テ

　
　

言
葉
ヲ

タ
ヽ
シ
ク
道
ヲ

行
、
何
事
信
深
コ
ト
ヲ
云
也

右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』
版
本）

25
（

五
常
配
当
箇
所
・
神
原
文
庫
蔵
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寛
文
五
年
写
本「
序
」と
近
似
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、右
は
、『
五

常
内
義
抄
』
諸
本
の
な
か
で
は
、
上
記
、
近
世
の
本
二
本
に
の
み
見
ら

れ
る
記
事
で
あ
る
こ
と
、
版
本
は
、
諸
本
共
通
記
事
＋
『
節
用
集
』
等

と
一
致
す
る
記
事
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五

年
写
本
は
、
他
本
に
見
え
な
い
「
五
常
の
別
解）

26
（

」
を
「
序
」
に
記
す
と

い
う
形
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
五
常
内
義
抄
』
版
本
・
神
原

文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
が
、『
節
用
集
』
等
に
よ
っ
て
、
増
補
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、『
五
常
内
義
抄
』
享
受
と
い
う
問
題
と

は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
版
本
と
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年

写
本
の
あ
い
だ
に
明
確
な
依
拠
関
係
が
見
出
せ
な
い
点
、
お
よ
び
、
右

五
常
説
の
淵
源
が
伝
覚
如
『
直
心
集
』（
観
応
元
年
成
立
）
以
前
に
遡
り

得
る
点
は
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▽
『
直
心
集
』

水
イ
タ
ツ
テ
キ
ヨ
ケ
レ
ハ
、
魚
ス
マ
ス
。
人
イ
タ
ツ
テ
潔
ナ
レ
ハ
、

友
ナ
シ
。
サ
レ
ハ
五
常
ヲ
オ
シ
ユ
ル
コ
ト
ハ
ニ
モ
、
ス
ヘ
テ
モ
ノ

コ
ト
ニ
、
ナ
サ
ケ
ヲ
サ
キ
ト
シ
テ
、
ア
ハ
レ
ミ
ノ
コ
ヽ
ロ
ア
ル
ヲ

仁
ト
シ
。
衆
ニ
マ
シ
ハ
リ
テ
、
ア
ラ
ソ
フ
コ
ト
ナ
ク
、
謙
ヲ
マ
モ

リ
テ
、
ア
ヒ
ユ
ツ
ル
コ
ヽ
ロ
ヲ
義
ト
シ
。
臣
ハ
キ
ミ
ヲ
タ
ツ
ト
ミ
、

オ
ヨ
ソ
カ
ミ
ニ
ヰ
テ
モ
ア
ナ
ト
ラ
ス
、
シ
モ
ニ
ア
リ
テ
モ
、
ミ
タ

レ
サ
ル
ヲ
礼
ト
シ
。
モ
ロ
〳
〵
ノ
フ
ミ
ヲ
マ
ナ
ヒ
テ
、
大
カ
タ
ミ

タ
ヒ
オ
モ
ヒ
テ
、
是
非
ア
キ
ラ
カ
ニ
サ
ト
ル
ヲ
智
ト
イ
ヒ
。
コ
ヽ

ロ
ス
ナ
ホ
ニ
、
コ
ト
ハ
タ
ヽ
シ
ク
勤
メ
ヲ
コ
ナ
フ
コ
ト
、
コ
ト

〳
〵
ク
マ
コ
ト
ニ
シ
テ
、
イ
ツ
ハ
リ
ナ
キ
ヲ
信
ト
ス
ト
イ
ヘ
リ
已

上
。

　

つ
ぎ
に
、
五
常
配
当
箇
所
諸
本
共
通
記
事
と
の
同
文
的
な
一
致
が
確

認
で
き
、
か
つ
、
先
後
関
係
が
明
瞭
な
例
と
し
て
、『
続
教
訓
抄
』
を

主
要
典
拠
と
す
る
豊
原
統
秋
『
體
源
抄）

27
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
體
源
抄
』
一

仁
者
慈
悲
也
則
不
殺
生
戒
也　

慈
悲
也
ト
申
ハ
心
ニ
ジ
ヒ
ア
リ
テ

万
事
ニ
付
テ
愍ア

ハ
レ
ミ

　

悲カ
ナ

シ
ム

　

ナ
リ

義
者
和
也　

則
不
偸
盗
戒
也　

義
ハ
和
ト
ハ
心
ニ
ヨ
シ
ア
リ
テ
万

事
ヲ
和
ケ
コ
ワ
キ
事
無
ヲ
申
也

礼
者
順
也　

則
不
邪
婬
戒
也　

礼
ハ
順
ト
ハ
万
ニ
敬
ア
リ
テ
何
事

モ
順
ヲ
申
也

智
者
賢
也　

則
不
妄
語
戒
也　

智
ハ
賢
ト
ハ
万
ニ
四
度
計
ナ
キ
コ

ト
無
内
外
ニ
付
テ
賢
ヲ
申
也

信
者
貞
也　

則
不
飲
酒
戒
也　

信
ハ
貞
ト
ハ
ヨ
ロ
ヅ
ノ
事
ヲ
ウ
タ

カ
ウ
事
ナ
ク
、
思
定
テ
ソ
ラ
ゴ
ト
無
ヲ
貞
ト
ハ
申
也
。
此
五

常
ヲ
朝
夕
コ
ヽ
ロ
ニ
カ
ケ
テ
思
振
舞
者
何
ニ
ツ
ケ
テ
モ
世
ニ

ハ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
便
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
身
体
ワ
ロ
キ
者
ヲ
ハ
人
ノ

ア
ワ
レ
ム
事
未
ナ
キ
者
也
、
能
々
可
見
之

『
五
常
内
義
抄
』
仁
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

仁
者
慈
悲
ナ
リ　

不
殺
生
戒

仁
ハ
慈
也
ト

申
ハ

、
心
ニ

慈
悲
在
テ

、
何
事
（
内
閣
文
庫
本
「
ヨ
ロ
ツ
ノ

事
」）
ニ

付
テ

、
哀
悲
ヘ
シ
、

『
五
常
内
義
抄
』
義
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）
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義
ハ

和
也　

不
偸
盗
戒

義
ト

者
和
ナ
リ

　

ト
申
ハ

、
心
ニ

由
ア
リ
、
万
事
和
テ

忤
ヘ

（
補
入
）キ

（
内
閣
文
庫

本
「
強
キ

」）
事
無
キ
ヲ
申
ナ
リ
、

『
五
常
内
義
抄
』
礼
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

礼
者
順
也　

不
邪
婬
戒

□
礼
者
順
也
ト
申
ハ
、
人
ハ
（
内
閣
文
庫
本
「
万
ニ

」）
カ（

補

入

）

マ
ヘ
テ
（
他

本
「
カ
マ
ヘ
テ
」
な
し
）
心
ニ

敬
有
テ
、
何
事
モ
能
ニ
（
他
本
「
能
ニ
」

な
し
）
随
ヲ
云
ナ
リ
、

『
五
常
内
義
抄
』
智
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

智
者
賢ケ

ン

也　

不
妄
語
戒

智
ト
ハ
賢
也
、
ト
申
ハ
、
万
ニ
四
度
計
ナ
キ
事
ナ
ク
シ
テ
、
内
外

ニ
付
テ
、
賢
ヲ
申
ナ
リ
、

『
五
常
内
義
抄
』
信
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

信
者
貞
也　

不
飲
酒
戒

信
ハ
貞
也
ト
申
ハ
、諸
事
ニ
ウ
タ
カ
ヒ
ヲ
ナ
サ
ズ（
内
閣
文
庫
本「
万

事
ヲ

疑
心
無
」）、
思
定
テ
虚
言
ナ
キ
ヲ
、
貞
ト
申
ナ
リ
、

▽
『
続
教
訓
抄
』
八

五
常

仁
義
礼
智
信
也
。（
中
略
）
仁
ト
云
ハ
慈
ナ
リ
、
不
殺
生
戒
也
。

故
ニ
心
ニ
慈
悲
ア
リ
テ
万
ノ
事
ニ
付
テ
哀
ミ
悲
ム
ナ
リ
。（
中
略
）

義
ト
云
ハ
和
也
。
不フ

チ
ウ
ト
ウ

偸
盗
戒
也
。
故
ニ
心
ニ
由
ア
リ
。
テ
万
ノ
事

ヲ
和
ケ
テ
強
キ
コ
ト
ナ
キ
ヲ
云
ナ
リ
。（
中
略
）
礼
ト
云
ハ
順
ナ
リ
。

不フ
ジ
ヤ
イ
ン

邪
婬
戒
也
。
故
ニ
ヨ
ロ
ツ
ニ
ツマ

ヤマ

ア
リ
テ
何
事
ニ
モ
随
テマ

マ

申
也
。

（
中
略
）
智
ト
云
ハ
賢
ナ
リ
。
不フ
ヲ
ン
ジ
ユ

飲
酒
戒
也
。
故
ニ
ヨ
ロ
ツ
ニ
シ

ト
ケ
ナ
キ
事
ナ
ク
シ
テ
、
内
外
ニ
付
テ
カ
シ
コ
キ
ヲ
申
セマ

マ

。（
中

略
）
信
ト
云
ハ
貞
ナ
リ
。
不
妄
語
戒
也
。
故
万
ノ
事
ヲ
ウ
タ
カ
フ

心
ナ
ク
シ
テ
思
ヒ
サ
タ
メ
テ
虚
言
ナ
キ
ヲ
貞
ト
ハ
申
ナ
リ
。（
中

略
）
此
五
常
ヲ
全
ク
ス
ル
人
ハ
災
害
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
去
リ
運
命
久
ク

タ
モ
ツ

右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』
五
常
配
当
箇
所
と
の
同
文
的
な
一
致

が
確
認
で
き
る
。『
続
教
訓
抄
』
に
見
え
る
記
事
で
あ
る
が
、
二
重
傍

線
部
か
ら
、『
五
常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典

籍
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
文
的
な
一
致
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
い
が
、
永
禄
二

年
本『
節
用
集
』「
五
常
」項
と
同
様
の
記
事
を
有
す
る
弘
治
二
年
本『
節

用
集
』
の
附
録
に
関
し
て
も
、

▼
弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』
附
録

仁
義
礼
智
信　

仁
ハ
慈
也
不
殺
生　

義
ハ
和
也
不
偸
盗　

礼
ハ
順

也
不
邪
婬　

智
ハ
賢
也
不 

忘マ
マ

語　

信
ハ
貞
也
不
飲
酒

『
五
常
内
義
抄
』
仁
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）

仁
ハ

慈
也　

不
殺
生
戒

『
五
常
内
義
抄
』
義
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）

義
ハ

和
也　

不
偸
盗
戒

『
五
常
内
義
抄
』
礼
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）

礼
ハ

順
也　

不
邪
婬
戒

『
五
常
内
義
抄
』
智
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）
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智
ハ

賢
也　

不
忘マ

マ

語
戒

『
五
常
内
義
抄
』
信
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）

信
ハ

真マ
マ

（
他
本
「
貞
」）
也　

不
飲
酒
戒

▽
『
聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄）

28
（

』
太
子
二
十
一
歳
条

五
常
ト

者
内
典
ニ
ハ

　

殺
盗
婬
妄
沽
酒
也
外
典
ニ
ハ

　

仁
義
礼
智
信
也
又
ハ

慈

和
順
賢
貞
也

右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』
五
常
配
当
箇
所
と
の
部
分
的
な
一
致

が
確
認
で
き
る
。
弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』
が
、
別
に
「
五
常
」
項
を

有
し
、
か
つ
、
右
が
他
系
統
の
『
節
用
集
』
に
見
え
な
い
記
事
で
あ
る

こ
と
、
お
よ
び
、
信
を
不
妄
語
戒
で
は
な
く
不
飲
酒
戒
に
配
当
し
て
い

る
点
、
五
常
を
慈
和
順
賢
貞
と
釈
し
て
い
る
点
で
一
致
し
て
い
る
こ
と

を
考
量
す
れ
ば
、『
五
常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ

る
典
籍
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
よ
い
。

　

そ
の
他
、
同
文
的
な
一
致
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
い
も
の
の
、
五
常

配
当
箇
所
に
関
す
る
一
致
が
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
四
天
王
寺
本

（
旧
山
田
本
）『
太
子
伝）

29
（

』・『
塵
荊
鈔）

30
（

』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

▼
四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』
太
子
三
歳
条

又
人
ニ

五
常
ト
云
事
ア
リ
仁
義
礼
智
信
是
ノ
五
ナ
リ
是
ヲ
内
典
ニ

テ
ハ
則
五
戒
ニ
象カ

タ

ト
ル
也
仁
ト
云
ハ
慈
ノ
心
也
物
ヲ
哀
ム

事
也
是

ヲ
不
殺
生
戒
ニ

当
也
又
義
ト
云
ハ
和
ナ
ル
心
也
不
和
ナ
ル
物
ヲ
和

合
ト
成
也
是
ヲ

不
偸
盗
戒
ト
云
也
礼
ト
云
ハ
順
フ

心
也
若
又
不
ル

順

時
ハ

世
之
乱
ト
成
レ
リ
是
ヲ
不
邪
婬
戒
ト
云
也
智
ト

云
ハ
賢
ナ
ル
心

也
賢
人
ノ
方
ニ
ハ
虚
ナ
ル
振
舞
ナ
シ
是
ヲ
不
忘マ

マ

語
戒
ト
云
也
信
ト

云
ハ
貞テ

イ

サ
タ
ム
ト
也
心
ヲ
定
メ
テ
不
狂
乱
是
ヲ

不
飲
酒
戒
ト

云
者
也

　

四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』
太
子
三
十
三
歳
条

五
常
ニ
ハ
仁
者
五
ニ
可　
キ

レ

亘
ル

間
タ
義
ヨ
リ
始
ル
也
義
ト
者
和
ナ

ル
意
ナ
リ
是
ヲ
五
戒
ニ
ハ
不
偸
盗
戒
ニ
当　
ツ

レ

之
ヲ

諸
事
ヲ

和
ケ
テ
心

ニ
ハ
由ヨ

シ

有
テ
無
　
シ

レ

忤
事
且
任　
テ

レ

理
ニ

多
分
ニ

随
テ
偏
執
無
ヲ
義

コ
ト
ハ
リ

ト

ハ
云
也

▼
『
塵
荊
鈔
』
一

玉
若
殿
問
テ
云
ク
、
只
今
師
匠
ノ
曰
ナ
ル
五
常
六
度
ノ
濫
觴
、
如

何
ガ

候
哉
ト
。
花
若
殿
答
給
フ
。
其
ノ

五
常
ハ

者
、
儒
道
ニ
ハ
仁
義

礼
智
信
、
仏
教
ニ
ハ
不
殺
生
、
不
偸
盗
、
不
邪
婬イ

ン

、
不
忘マ

マ

語
、
不

飲
酒
ノ
五
戒
ニ
当
レ
リ
。
仁
ト
者
慈
悲
ノ
性
達
也
。
悲
心
ヲ
専
ニ

シ
、
上
ヲ
敬
、
下
ヲ
愍ア

ワ
レ

ム
心
也
。
然
レ
バ
、
博
済
、
寛
恕
、
慈
順
、

釈
冤
、
責シ

ヤ
ク
コ己

等
、
第
一
不
殺
生
戒
ニ
当
ル
。（
中
略
）
義
ト
者
剛

強
之
決
断
厳
律
ノ
義
、
正
理
ノ
道
也
。
又
和
グ
也
。
柔
和
忍
辱
ニ

シ
テ
義
理
ヲ
正
ス
ル
心
也
。
忠
孝
友
悌テ

イ

廉
潔
知
恥
教
子
等
、
第
二

不
偸
盗
戒
ニ
当
ル
。
又
不
瞋シ

ン
ケ
イ恚

戒
也
。（
中
略
）
礼
ト
者
上
下
ノ

彰
明メ

イ

礼
譲
ノ
行
也
。
先
正
直
ニ
シ
テ
分
別
ノ
心
ナ
ク
、
上
ヲ

蔑ナ
イ
ガ
シ
ロ如

ニ
セ
ズ
、
下
ヲ
軽
慢
セ
ザ
ル
也
。
恭ケ

ウ
ケ
イ敬

謙
遜ソ

ン

和
睦
節
約
等
、

第
三
不
邪
婬
戒
ニ
当
ル
。
智
ト
者
静
留
誡
賢
也
。
憲
法
ニ
シ
テ
冨

而
テ

不　
レ

驕ヲ
ゴ

ラ

、
貧マ

ヅ
シ
ウ
シ
テ

　
　
　

而
不　
レ

諛ヘ
ツ
ラ

ハ

、
誤ア

ヤ
マ

ツ
心
無
キ
也
。
量
度
精

勤
畏
法
通
達
知
退
等
、
第
四
不
妄
語
戒
ニ
当
ル
。
信
ト
者
順
理
ノ

決
員マ

マ

也
。
誠
信
之
徳
、
廉
直
也
、
貞
也
。
其
心
真
実
ニ
シ
テ
物
ニ

移
ラ
ザ
ル
也
。
至
誠
近
義
崇
敬
如
約
等
、
第
五
不
飲
酒
戒
ニ
当
ル
。
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『
五
常
内
義
抄
』
序
（
内
閣
文
庫
本
）

五
常
者
〈
或
云
、
五
徳
又
云
五
孝
〉
仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
潜
通

也
、
所
謂
、
仁
〈
慈
悲
性
達
〉
義
〈
剛
強
決
断
〉
礼
〈
上
下
彰
明
〉

智
〈
静
留
識
賢
〉
信
〈
順
理
決
貞
〉）

31
（

四
天
王
寺
本
『
太
子
伝）

32
（

』・『
塵
荊
鈔
』
に
関
し
て
は
、
独
自
記
事
が
多

く
、
典
拠
を
確
定
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
二
重
傍
線
部
か
ら
、『
五

常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
か
ら
の
引
用
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

　

以
上
は
、『
五
常
内
義
抄
』
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
同
類
の
典
籍

の
存
在
の
有
無
―
ま
た
、『
六
義
』・
弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』
な
ど
、

断
片
的
な
一
致
の
場
合
、
孫
引
の
可
能
性
―
が
認
定
の
障
碍
と
な
る
が
、

現
段
階
で
は
、
そ
の
よ
う
な
典
籍
の
存
在
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

特
徴
的
な
一
致
を
示
す
も
の
に
関
し
て
は
、
差
当
り
、『
五
常
内
義
抄
』

に
よ
る
と
見
て
、
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
引
用
本
文
に
関
す
る
一
致
―
す
な
わ
ち
、
類
書
的
利
用
の

可
能
性
―
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
づ
、
一
箇
所
の
み
一
致
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、
世
阿
弥
『
花

鏡）
33
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
花
鏡
』

都
に
て
は
、
目
利
き
の
中
な
れ
ば
、
少
し
も
主
に
覚
え
ず
住
す
る

所
、
や
が
て
見
物
衆
の
気
色
に
も
見
え
、
ま
た
は
讃
談
・
褒
貶
に

も
耳
を
打
た
す
れ
ば
、
連
々
悪
き
所
除
き
て
、
よ
き
功
ば
か
り
に

な
れ
ば
、
磨
き
立
て
ら
れ
て
、
お
の
づ
か
ら
、
玉
を
磨
く
が
ご
と

く
な
る
功
の
入
る
な
り
。「
曲
逢
麻
の
間
に
生
ふ
る
時
は
、
矯
め

ざ
る
に
お
の
づ
か
ら
直
し
。
白
砂
土
中
に
あ
る
時
は
、
こ
れ
み
な

共
に
黒
し
」
と
言
へ
り
。
都
に
住
め
ば
、
よ
き
内
に
あ
る
に
よ
つ

て
、
お
の
づ
か
ら
悪
き
事
な
し
。

『
五
常
内
義
抄
』
義
一
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
一
云
、
人
ハ

イ
カ
ニ
モ
、
朝
夕
ナ
ツ
サ
ウ
友
ニ

ア
ル
ヘ
シ
、
サ
レ

ハ
論
語マ

マ
ニ

云
ク

、
曲
ル
蓬
麻
ノ
中
（
他
本
「
間
」）
生
ル

時
ハ

、
タ
メ
ザ

ル
ニ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
直
シ
、
白
砂
泥
ノ
中
有
時
、
是
モ

皆
黒
シ
ト
云

ヘ
リ
、
又
人
ノ

心
ハ

白
糸
ノ

如
シ

、
染
ニ

随
テ

、
赤
モ
青
モ
、
色
ニ々

ナ

ル
ナ
リ
、
其
様
ナ
ツ
サ
ウ
友
ニ

随
テ

、
サ
マ
〳
ノ〵

心
ハ

出
来
ナ
リ
、

サ
レ
ハ
朝
夕
、
吉
人
ニ

ナ
レ
ム
ツ
フ
ヘ
シ
、

▽
『
続
教
訓
抄
』
六

論
衡
云
ク
、
蓬
ハ
麻
間
ニ
生
不
扶
自
ラ
ナ
ヲ
シ
、
白
砂
ク
リ
ニ
イ

ル
ト
キ
ハ
ソ
メ
サ
ル
ニ
自
ラ
ク
ロ
シ
、

傍
線
部
に
関
し
て
、
右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』
と
の
一
致
が
確

認
で
き
る
。『
五
常
内
義
抄
』
二
重
傍
線
部
は
、
諸
註
釈
に
指
摘
の
あ

る
『
大
戴
礼
』
よ
り
も
、『
花
鏡
』
に
近
い）

34
（

が
、
片
々
た
る
記
事
一
箇

所
の
み
の
一
致
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
偶
然
の
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
複
数
箇
所
の
一
致
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、『
寝

覚
記）

35
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
寝
覚
記
』
下

亦
勝
負
は
諍
論
の
も
と
ひ
な
り
。
詩
哥
の
勝
負
な
ど
は
、
意
趣
ふ
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か
き
に
つ
け
て
や
さ
し
か
る
べ
し
。
そ
の
外
の
勝
負
は
こ
の
む
べ

か
ら
ず
。
雑
宝
蔵
経
に
は
勝
事
を
え
つ
れ
ば
う
ら
み
を
増
長
す
。

ま
け
ぬ
れ
ば
憂
苦
を
ま
す
。
勝
負
を
あ
ら
そ
は
ざ
る
、
そ
の
た
の

し
び
も
と
も
第
一
な
り
と
い
へ
り
。
又
止
観
に
は
か
つ
も
の
は
慢

悦マ
マ

に
堕
し
、
ま
け
ぬ
れ
ば
憂
獄
に
し
づ
む
と
い
へ
り
。
ま
こ
と
に

人
の
た
か
ら
を
え
て
、
人
の
そ
ね
み
を
の
こ
し
、
我
た
か
ら
を
と

ら
れ
て
恨
を
お
こ
す
。

『
五
常
内
義
抄
』
義
十
三
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
十
三
云
、
人
ハ

勝
負
ノ
道
ヲ
朝
夕
好
不
可
、（
中
略
）
サ
レ
ハ
雑

宝
蔵
経
云
、
勝
事
ヲ

得
ツ
レ
ハ
、
怨
ラ
ミ

　

ヲ
増
長
ス

、
負
ヌ
レ
ハ
、
則

憂
苦
ヲ
増
、
勝
負
ヲ

諍
ハ

サ
レ
、
其
楽
尤
第
一
（
ナ
）
リ
ト
云
ヘ
リ
、

又
止
観
ノ

第
十
云
、
勝
レ
ハ
（
内
閣
文
庫
本
「
勝
ツ

者
ハ
」）
慢
境
ニ

堕
シ
、

負
ヌ
レ
ハ
憂
獄
ニ

沈
ト
云
ヘ
リ
、

▼
『
寝
覚
記
』
上

又
も
の
を
お
も
ひ
し
の
ば
ず
し
て
、
心
の
ま
ゝ
に
し
ん
ゐ
を
お
こ

し
て
し
や
う
が
ひ
を
う
し
な
ひ
、
は
う
い
つ
じ
や
け
ん
の
ふ
る
ま

ひ
を
し
て
、
人
に
思
お
と
さ
れ
、
な
を
お
と
す
事
あ
り
。
①
宝
積

経）
36
（

に
い
は
く
、
も
し
人
く
ど
く
を
つ
く
る
事
、
須
弥
山
の
ご
と
く

に
す
と
も
、
一
た
び
し
ん
ゐ
を
お
こ
せ
ば
、
一
と
き
に
み
な
せ
う

め
つ
す
と
い
へ
り
。
②
ま
た
は
、
一
念
瞋
意マ

マ

の
ほ
の
ほ
は
、
倶
眤マ

功マ

の
ぜ
ん
こ
ん
を
や
く
と
も
い
へ
り
。
人
に
し
ん
ゐ
を
お
こ
さ
す

る
ふ
る
ま
ひ
を
し
つ
れ
ば
、
わ
が
瞋
意マ

マ

を
お
こ
せ
る
に
お
な
じ
。

『
五
常
内
義
抄
』
義
九
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
九
云
、
人
ハ

余
ニ

腹
悪
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、（
中
略
）
サ
レ
ハ
或
文
ニ

云
、

②
一
念
瞋
恚
ノ

炎
倶
胝
劫
ノ

善
根
ヲ

焼
、
刹
那
ノ

怨
害
ノ

ツ
ミ
ハ
、
無

量
生
ノ
苦
報
ヲ
得
ト
云
ヘ
リ
、
又
①
宝
積
経
ニ

曰
、
若
人
功
徳
ヲ

作

事
須
弥
山
ノ
如
ク

ナ
レ
ト
モ
、
一
度
瞋
恚
ヲ

発
ヌ
レ
ハ
、
一
時
ニ
（
内

閣
文
庫
本
「
皆
」
あ
り
）
消
滅
ス
ト
云
ヘ
リ
、
故
ニ

何
ニ
モ
腹
立
ト
モ
、

思
シ
ツ
メ
テ
穏
シ
カ
レ
ト
ナ
リ
、

▽
『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
四
↓
①

瞋
恚
過
失
事
。

大
宝
積
経
云
。
若
人
造　
二

功
徳　
一

積
如　
二

須
弥
山　
一

。
一
起　
二

瞋
恚
心　
一

即
時
消
滅
。
文

▽
『
二
十
五
三
昧
式
』
↓
②

次
修
羅
道
ト

者
。
常
ニ

含　
ミ
二

瞋
恚　
ヲ
一

。
鎮
ニ

懐　
ケ
リ

二　

忿
毒　
一

。（
中
略
）

況
ヤ

一
念
瞋
恚
ハ

。
焼　
キ
二

倶
胝
劫
善
根　
ヲ
一

。
刹
那
ノ

怨
害
ハ

。
招　
ク
二

無

量
生
苦
報　
ヲ
一

。

▽
『
宝
物
集
』
二
↓
①
②

し
か
の
み
な
ら
ず
、
一
生
涯
の
間
つ
く
る
所
の
善
根
、
毘
布
羅
山

と
い
ふ
高
き
山
の
ご
と
く
つ
も
る
と
い
へ
ど
も
、
一
念
の
瞋
恚
を

を
こ
せ
ば
、
瞋
恚
の
炎
の
た
め
に
、
善
根
の
薪
や
け
う
す
。
さ
れ

ば
経
に
云
、

若
人
造　
二

功
徳　
一　
　
　

積
如　
二

須
弥
山　
一

一
起　
二

瞋
恚
〔
心
〕　
一　

一
時
皆
消
滅

右
の
ご
と
く
、
複
数
箇
所
に
お
い
て
、
引
用
本
文
と
そ
の
組
合
せ
の
一

致
が
確
認
で
き
、ま
た
、後
者
と
同
様
の
例
は
、『
因
縁
抄）

37
（

』に
お
い
て
も
、
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確
認
で
き
る
が
、

▼
『
因
縁
抄
』

一
、
瞋
恚
ノ

事

瞋
恚
ト

者
、
修
ラ
道
ノ

根
本
也
。
一
念
瞋
恚
ノ

炎
ニ
ハ

　

、
焼　
ク

二

九マ

眤マ

劫
ノ

善
根　
ヲ

一

。
刹
那
怨
害
ノ

失
ニ

依
テ
ハ

　

、
招　
ク

二

無
量
生
ノ

罪　
ヲ

一

云
云
。『
宝

積
経
』
云
、「
若
人
造
功
徳
、
如
須
弥
山　
一

、一
度
発
セ
ハ

　

瞋
恚　
一

、一

時
ニ

消
滅
ス

」
ト

云
云
。

『
五
常
内
義
抄
』
義
九
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
九
云
、
人
ハ

余
ニ

腹
悪
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、（
中
略
）
サ
レ
ハ
或
文
ニ

云
、

一
念
瞋
恚
ノ

炎
倶
（
他
本
「
九
」）
胝
劫
ノ

善
根
ヲ

焼
、
刹
那
ノ

怨
害
ノ

ツ
ミ
ハ
、
無
量
生
ノ
苦
報
ヲ

得
（
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
「
招
ク

」）

ト
云
ヘ
リ
、
又
宝
積
経
ニ

曰
、
若
人
功
徳
ヲ

作
事
須
弥
山
ノ
如
ク

ナ

レ
ト
モ
、
一
度
瞋
恚
ヲ

発
ヌ
レ
ハ
、
一
時
ニ

消
滅
ス
ト
云
ヘ
リ
、

こ
れ
ら
は
、
要
文
集
な
ど
が
共
通
の
典
拠
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き

な
い
点
に
、
問
題
を
残
す
。

　

た
だ
、『
因
縁
抄
』
の
場
合
は
、

▼
『
因
縁
抄
』

一
、
物
ヲ

不
可
難　
ス
一

事

三
月
尽
ノ

意
ヲ

、
折
節
、
少小
ノ

月
也
ケ
ル
ヲ
、
藤
原
ノ

長
能
ノ

哥
ニ
ヨ
ム
。

心
ウ
キ
年
ニ

モ
ア
ル
カ
ナ
ハ
ト
カ
ア
マ
リ
コ
ヽ
ノ
カ
ト
云
ニ

春
ノ

暮
ヌ
ル

ト
ヨ
メ
リ
。
而
ル
ヲ

　

、
大
納
言
公キ

ン
タ
ウ任

、
ト
リ
ア
ヱ
ス
、「
サ
レ
ハ
、

今
年
ノ

春
ハ

、
只
廿
九
日
ア
ル
歟
」
ト

難
シ

タ
リ
ケ
レ
ハ
、
長
能
、
ア

ハ
難
セ
ラ
レ
ヌ
、ト
思
ケ
ル

　

程
ハ

、
ム
ネ
フ
サ
カ
リ
テ
物
モ

イ
ワ
サ
リ
キ
。

次
第
ニ

衰
ヘ

ヤ
セ
テ
死
ケ
リ

　

。
走マ

骨マ
ニ

物
ヲ

不
難　
一

者
也
云
云
。

『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
六
（
書
陵
部
本
）

第
十
六
ニ

、
人
ノ

セ
ン
事
ヲ

左
右
ナ
ク
難
ス

ヘ
カ
ラ
ス
、（
中
略
）
又
人
々

集
テ

謌
読
事
ノ

ア
リ
ケ
ル
ニ

、
三
月
尽
ト

云
心
ヲ

ヨ
ム
ル
（
内
閣
文
庫
本

「
ヨ
ム
ル
」
な
し
）
折
シ
モ
（
他
本
「
折
節
」）、
小
（
版
本
「
小
ノ
月
」）

ナ
リ
ケ
レ
ハ
藤
原
長
能
ノ

歌
ニ

心
ウ
キ
年
ニ

モ
有
カ
ナ
廿
日
ア
マ
リ
九
日
ト

云
ニ

春
ノ

暮
スマ

マ

ル

ト
読
タ
リ
ケ
ル
ヲ

、
大
納
言
公
任
ト
リ
ア
エ
ス
、（
他
本
「
サ
レ
バ
」

あ
り
）
今
秊
ノ

春
ハ

タ
ヽ
廿
九
日
ア
ル
カ
ト
難
シ

タ
リ
ケ
レ
ハ
、
長

能
ア
ハ
難
セ
ラ
レ
ヌ
ト

思
ケ
ル
ヨ
リ
、
胸
塞
テ

後
ハ

物
ヲ
モ
云
ス
、

次
第
ニ

衰ヲ
ト
ロ

ヘ
テ
、
ヤ
カ
テ
死
ニ

ケ
リ
、
都
テ

物
ヲ

難
セ
ン
事
、
努
々

ア
ル
ベ
カ
ラ
ス
、
見ミ
ル

所
少ス

ク
ナ

ケ
レ
ハ
疑
所
多
ト

云
本
文
ア
リ

右）
38
（

の
ご
と
く
、地
の
文
に
関
し
て
、『
十
訓
抄
』・『
沙
石
集
』よ
り
も
、『
五

常
内
義
抄
』
に
近
似
す
る
記
事
が
確
認
で
き
る
の
で
、
二
例
を
併
せ
考

え
れ
ば
、『
五
常
内
義
抄
』
に
よ
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。

　

つ
ぎ
に
、
同
じ
く
類
書
な
ど
が
共
通
の
典
拠
で
あ
る
可
能
性
は
排
除

し
得
な
い
と
は
い
え
、
出
典
が
確
認
で
き
な
い
例
と
し
て
、『
横
座
房

物
語）

39
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
横
座
房
物
語
』

①

皇
帝
ノ

代
ニ

、
　

ヘ
テ

レ　

籾
ヲ

飛
ヒ

来
リ

、
入　
テ
レ

水
ニ

混　
シ
レ

羽
ヲ

、〔
三

水
＋
丙
〕　
ヒ
テ

レ　

泥
捨　
ツ

レ

籾
ヲ

、
件
ノ

稲
、
秋
半
ニ

、
一
本
ニ

千
枝
、
米
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一
粒
ノ

長
キ

事
、
四
寸
八
分
、
輪
リ

三
寸
也
、
皮
ノ

長
五
寸
四
分
、
一

ト

穂
ニ

三
百
余
粒
ア
リ

　

此ノ
鳥ハ
、春
秋
ノ

知　
二社日
　

ヲ
一、
辞
　

レ巣ヲ
去ル
、①
戊史

記
云巳

ノ

日ハ
、不
　

レ

作　
レ

巣
ヲ

、
此
レ

恐　
ル

レ

土
ヲ

心
ナ
ル

　

歟
、
或
ハ

当　
ル

二

社
日　
ニ

一

故
歟

『
横
座
房
物
語
』

黄
鵠
ト

云
鳥
ハ

、
為ス　

ル
レ

死
セ
ン
ト

　
　

向　
テ

レ

子
、
喚　
ハ

二

子
安
々
　々

ト
一

、
其
ノ

子

必
ス

活
ル

、
②
鵲
ノ

巣
ハ

、
開　
ル
ニ
モ

レ　
　

口
ヲ

、
背　
ク

二

大史
記
云歳

ノ

方　
ヲ

一

『
横
座
房
物
語
』

③
鹿
ハ

、
驚
怖
ヲ

苦
ト
シ
テ

　
　

、
③
向　
テ
二

玉史
記
云女

方　
ニ
一

、
必
臥
ス

『
横
座
房
物
語
』

④
鰈カ

レ
イ

ハ

、
向　
テ
レ

湊
方
違
ス
ト

　

云
リ

、
此
魚
ハ

、
階マ

マ

老
ノ

契
リ
マ
マ

故
ニ

、
重

　

ネ
レ

鰭
比
目
泳ヲ

ヨ
ク

、
依　
テ
レ

之
ニ

、

〔
魚
偏
＋
目
〕
云
フ

『
横
座
房
物
語
』

左
レ
ハ

　

螻
ハ

、
当　
テ
二

上
絃マ

マ
ノ

月
ノ

光　
ニ
一

飛
、
不ス　
レ

飛　
ハ
二

余
ノ

時　
ハ
一

、
⑤
蚓マ

マ

蚓
ハ

、
蟠
ル
ニ
モ

　
　

向　
フ
ト

二　

王史
記
云相

ノ

気　
ニ
一

云
ヘ
リ

　

『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
二
（
内
閣
文
庫
本
）

第
十
二
、
世
間
ヲ

執
セ
ム
日
ハ
、
無
相
ヲ

不
可
立
ト

云
ハ
、
堅
牢
、

地
ニ

在
、
星
宿
頂
ニ

見
給
フ

、
五
行
身
ニ

備
ヘ
タ
リ

　
　

、
神
明
正
直
ヲ

守
ル

故
ニ

、

畜
生
ニ

至
ル

マ
テ
、
其
礼
ヲ

不
失
ト

云
リ
、
サ
レ
ハ
史
記
云
、
⑤
蛇
ハ

蟠
ル
ニ

　

王
相
ノ

気
ニ

向
ヒ

、
②
鵲
ノ

巣
ハ
口
ヲ
開
事
、
太
歳
ノ

方
ヲ

背
キ

、

①
ハ

戊
己マ

マ
（
他
本
「
巳
」）
日
栖
（
他
本
「
巣
」）
ヲ

不　
レ

造
、
③
鹿
ハ

玉
女
ノ

方
ニ

向
テ

臥
シ

、
④
王
余
魚
ハ
、
ニ

向
テ

方
タ

違
ス
ト
云
リ
、

何
ニ

況
ヤ

人
倫
ニ

於
テ

乎
、
但
シ

覚
リ

無
ラ
ム
人
ハ

不　
レ

及
ハ

沙
汰　
ニ

一

一
例
の
み
で
は
あ
る
も
の
の
、
右
の
ご
と
く
、「
史
記
云
」
と
す
る
本

文
に
関
し
て
、『
五
常
内
義
抄
』
と
の
一
致
が
確
認
で
き
る
。
右
は
、『
史

記
』
に
見
え
ず
、
ま
た
、
一
部
類
似
の
記
事
が
『
博
物
志
』
の
文
と
し

て
類
書
に
見
え
る
が
、『
史
記
』
の
文
と
は
し
な
い
も
の
で
、
特
に
二

重
傍
線
部
に
お
い
て
、『
五
常
内
義
抄
』
が
最
も
近
似
す
る
た
め
、『
五

常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍）

40
（

か
ら
の
引
用
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

　

そ
の
他
、『
五
常
内
義
抄
』
の
類
書
的
利
用
に
関
す
る
指
摘
が
あ
る

も
の
と
し
て
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
最
新
の
研

究
で
あ
る
村
上
美
登
志
氏
「
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
攷
―
太
山
寺
本
の

故
事
成
語
引
用
を
め
ぐ
っ
て
―）

41
（

」
に
至
る
ま
で
、
続
群
書
類
従
本
（
書

陵
部
本
）
の
み
を
参
照
し
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、『
五
常
内
義
抄
』
諸
本
と
対
照
す
る
と
、

出
典
が
確
認
で
き
な
い
も
の
や
、
出
典
と
言
辞
が
異
な
る
例
と
し
て
、

▼
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
五
（
彰
考
館
本
）

史し

記き

の
言こ

と
ば

を
は
き
ゝ
給
は
す
や
、
①

は
わ
た
か
ま
れ
と
も

生し
や
う
け気

の
方
に
む
か
ひ
、②
さ
き
は
太た

い
さ
い歳

の
方
を
背そ

む
け

て
巣す

を
ひ
ら
き
、

③
つ
は
め
は
つ
ち
の
え
つ
ち
の
と
に
巣す

を
く
い
は
し
め
、
④
王
余

魚
は
湊み

な
と

に
む
か
い
て
か
た
た
か
へ
す
、
⑤
鹿し

ゝ

は
玉き

よ
く
に
よ女

に
む
か
ひ

て
臥ふ
し

候
な
る
、
か
や
う
な
る
け
た
も
の
た
に
も
、
分ぶ

ん

に
し
た
か

ふ
心
は
あ
る
そ
と
よ
、

『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
二
（
内
閣
文
庫
本
）

第
十
二
、
世
間
ヲ

執
セ
ム
日
ハ
、
無
相
ヲ

不
可
立
ト

云
ハ
、
堅
牢
、
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地
ニ

在
、
星
宿
頂
ニ

見
給
フ

、
五
行
身
ニ

備
ヘ
タ
リ

　
　

、
神
明
正
直
ヲ

守
ル

故
ニ

、

畜
生
ニ

至
ル

マ
テ
、
其
礼
ヲ

不
失
ト

云
リ
、
サ
レ
ハ
史
記
云
、
①
蛇
ハ

蟠
ル
ニ

　

王
相
ノ

気
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
「
生
気
」）
ニ

向
ヒ

、
②
鵲
（
松
平

家
披
雲
閣
本
「
鷺
」）
ノ

巣
ハ
口
ヲ
開
事
、
太
歳
ノ

方
ヲ

背
キ

、
③
ハ

戊
己マ

マ

日
栖
（
他
本
「
巣
」）
ヲ

不　
レ

造
、
⑤
鹿
ハ

玉
女
ノ

方
ニ

向
テ

臥
シ

、④

王
余
魚
ハ
、
ニ

向
テ

方
タ

違
ス
ト
云
リ
、
何
ニ

況
ヤ

人
倫
ニ

於
テ

乎
、

但
シ

覚
リ

無
ラ
ム
人
ハ

不　
レ

及
ハ

沙
汰　
ニ

一

▽
『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
二
（
続
群
書
類
従
本
）

史
記
云
。
蛇
ハ
ワ
ダ
カ
マ
レ
ル
ニ
。
王
相
生
気
ノ

方
ニ

向
。

ハ
戊

巳
ノ

日
巣
ヲ
ツ
ク
ラ
ズ
。

▼
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
一
（
彰
考
館
本
）

漢か
ん
し
よ書

を
見
る
に
、
水み

づ

至い
た

つ

て
清き

よ

け
れ
は
底そ

こ

に
う
ほ
す
ま
す
、
仁ひ

と

い

た
つ
て
賢け

ん

な
れ
は
内う

ち

に
友と

も

な
し
と
見
え
た
り
、
さ
れ
は
に
や
、
ふ

き
や
う
ま
こ
と
に
た
か
ら
を
お
も
く
し
て
、
す
け
つ
ね
か
申
状じ

や
う

た
ゝ
さ
る
事
こ
そ
む
ね
ん
な
れ
、
月
は
あ
き
ら
か
な
ら
ん
と
す
れ

共
浮ふ

う
ん雲

こ
れ
を
お
ゝ
い
、
水み

つ

よ
く
す
ま
ん
と
す
れ
共
て
い
し
や
こ

れ
を
け
か
す
、
君き

み

賢け
ん

な
り
と
い
へ
と
も
臣し

ん

こ
れ
を
け
が
す
こ
と
は

り
に
よ
り
て
、

『
五
常
内
義
抄
』
義
一
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
一
云
、
人
ハ

イ
カ
ニ
モ
、朝
夕
ナ
ツ
サ
ウ
友
ニ

ア
ル
ヘ
シ
、（
中
略
）

漢
書
ニ

云
、
水
至
清
ケ
レ
ハ
、
底
ニ

魚
ス
マ
ズ
、
人
至
テ

賢
ナ
ル
ニ
ハ
、

内
ニ

友
無
ト
云
ヘ
リ
、

『
五
常
内
義
抄
』
智
二
十
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
廿
ニ

云
、
人
ノ
中
ニ
ハ
和
讒ザ

ン

曲
節マ

マ

ニ
シ
テ
、
心
キ
タ
ナ
キ
者
ヲ

召メ
シ

仕
ヘ
カ
ラ
ス
、
帝
範
ニ
云
、
叢
蘭
茂
ラ
ン
ト
ス
レ
ト
モ
、
秋

風
是
ヲ
ヤ
フ
ル
、
王
者
明
ナ
ラ
ン
ト
ス
レ
ハ
、
讒
臣
是
ヲ
カ
ク
ス

ト
云
リ
、
人
ノ
分
際
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
、
皆
是
有
ト
云
リ
、
主
人
正

直
ナ
レ
ト
モ
、
物
（
他
本
「
ヱ
セ
物
」）
ニ
ケ
ガ
サ
レ
テ
、
主
人
ノ

悪
名
モ
立
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
淮
南
子
ニ
云
、
日
月
明
ナ
ラ
ン
ト
ス
レ

ト
モ
、
浮
雲
是
ヲ
カ
ク
ス
（
内
閣
文
庫
本
「
覆
ヒ

」）、
河
水
澄
ト
ス

レ
ト
モ
、
泥
沙
是
ヲ
ケ
カ
ス）

42
（

ト
、
云
云
サ
レ
ハ
カ
ヽ
ラ
ン
者
ヲ
ハ
、

退
テ
召
仕
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
リ
、

▽
四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』
太
子
三
十
三
歳
条

君
者
賢
ニ
坐
セ
ト
モ
讒
臣
其
ノ

徳
ヲ
覆
フ
也
淮ワ

ヒ

南
子
ニ
云
ク
日
月

明
也
ト
云
共
浮フ

雲
隠　
シ
レ

之
河
水
清
シ

ト
云
ト
モ
泥
沙
穢　
レ

之

右
の
ご
と
く
、
複
数
箇
所
に
お
い
て
、『
五
常
内
義
抄
』（
Ａ
類
）
と
の

一
致
が
確
認
で
き
る）

43
（

。
二
重
傍
線
部
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
中
間
資
料

と
し
て
想
定
さ
れ
る
べ
き
類
書
に
も
見
え
な
い
言
辞
で
あ
る
の
で
、『
五

常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍）

44
（

か
ら
の
引
用
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、『
五
常
内
義
抄
』
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
不
審
箇
所
を
穿
鑿
す
る
と
、

▼
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
五
（
彰
考
館
本
）

孔こ
う
し子

の
言こ

と
ば

に
も
、善せ

ん

人
に
ま
し
わ
れ
は
蘭ら

ん
じ
や麝

の
窓
に
入
か
こ
と
し
、

そ
の
香か

の
こ
り
、
悪あ

く

人
に
ま
し
は
れ
は
鮑
魚
の
獄
に
入
か
こ
と
し
、

そ
の
臭
事
の
こ
れ
り
と
見
え
た
り
、
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仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
六
（
彰
考
館
本
）

孔こ
う
し子

の
詞こ

と
ば

と
か
や
、
耳み

ゝ

の
楽た

の
し
ふ

　

処と
こ
ろ

に
慎つ

つ
し

む

へ
か
ら
す
、
こ
ゝ
ろ

の
嬌こ
び
た
る

　
　

処
に
恣

ほ
し
い
ま
ゝ

に
な
ら
は
さ
れ
と
申
せ
と
も
、

『
五
常
内
義
抄
』
智
二
十
二
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
廿
二
ニ

云
、（
中
略
）
亦
孔
子
云
、
善
人
居
ス
ル
時
ハ
、
蘭
麝
ノ

室
ニ
入
カ
如
シ
、
人
ソ
ノ
香
事
ヲ
カ
ヾ
サ
レ
ト
モ
、
即
是
ヲマ

マ

化
ス
、

不
善
人
ノ
居
ス
ル
時
ハ
、
鮑
魚
ノ
イ
チ
グ
ラ
ニ
入
カ
如
シ
、
人
ソ

ノ
ク
サ
キ
ヲ
カ
ヽ
サ
レ
ト
モ
、
亦
是
ト
化
ス
ト
云
リ
、
抱
朴
子
ニ

云
、
目
ノ
好
所
ニ
ハ
随
ヘ
カ
ラ
ス
、（
内
閣
文
庫
本
「
耳
ノ

之
所　
ニ
ハ

レ　

楽
不　
レ

可　
レ

慎
也
」
あ
り
）
口
ノ
タ
ノ
シ
ム
所
ニ
ハ
随
ヘ
カ
ラ
ス
、
心

ノ
欲
ス
ル
所
ニ
ハ
恣
ニ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、

仮
名
本『
曾
我
物
語
』が
、『
抱
朴
子
』を
出
典
と
す
る
句
を
、「
孔
子
の
詞
」

と
す
る
こ
と
に
関
し
て
―
『
五
常
内
義
抄
』
と
の
一
致
度
は
低
い
も
の

の
―
、
破
線
部
が
、「
抱
朴
子
ニ
云
」
が
脱
落
し
た
本）

45
（

に
よ
る
か
、「
抱

朴
子
ニ
云
」
を
見
落
と
し
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
と
い
う
例
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
典
拠
の
確
定
が
最
も
む
つ
か
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
御
伽

草
子
・
軍
記
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
典
籍
と
の
一
致
が
確
認
で
き

る
点
で
、
さ
ら
な
る
研
究
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
如
上
を
『
五
常
内
義
抄
』
に
よ
る
と
認
め
な
い
場
合
、

類
書
を
も
と
と
し
た
、
さ
ら
な
る
中
間
資
料
の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
も
、
注
目
に
値
す
る
が
、
現
段
階
で
は
、『
五

常
内
義
抄
』
を
有
力
な
典
拠
候
補
と
見
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
地
の
文
に
お
け
る
一
致
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
づ
、
一
箇
所
の
み
一
致
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、
叡
海
『
一
乗

拾
玉
抄）

46
（

』・
西
教
寺
本
『
法
華
懺
法
私）

47
（

』、
お
よ
び
、
真
宗
談
義
本
で
あ

る
親
鸞
仮
託
『
一
宗
行
儀
抄）

48
（

』・『
師
長
恩
重
事）

49
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
一
乗
拾
玉
抄
』
一

付
之
三
宝
ニ
三
礼
ヲ
致
ス
ハ
法
報
応
ノ
三
身
ヲ
礼
ス
ル
心
也
。
神

明
ニ
再
拝
ヲ
作
ス
ハ
本
地
垂
迹
ヲ
礼
ス
ル
義
也
。
人
間
ニ
一
礼
ス

ル
ハ
当
体
ノ
礼
也
。
実
ニ
ハ
人
間
ヲ
モ
可
三
礼　
ス

一

。
其
故
ハ
我
等

衆
生
モ
性
徳
三
因
仏
性
ヲ
具
ル
。
是
レ
即
チ
三
身
ノ
仏
性
也
。
此

ノ
時
ハ
可
三
礼　
ス
一

也
。

『
五
常
内
義
抄
』
礼
一
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
一
ニ

仏
ヲ

礼
シ

奉
ル
ニ
ハ
、
三
礼
ス
ヘ
シ
、
神
ヲ

礼
シ
奉
ル
ニ
ハ
、

二
礼
ス
ヘ
シ
、
貴
人
ヲ
バ
、
一
（
山
田
孝
雄
文
庫
本
「
三
度
」）
礼

ス
ヘ
シ
ト

云
リ
、
其
故
ハ

、
仏
（
山
田
孝
雄
文
庫
本
「
み
な
」）ヲ
三
礼

シ
奉
ル
事
ハ
、
仏
ニ
ハ
、
法
報
応
ノ
三
身
ノ
徳
在マ

シ
マ

ス

故
、
三
度
礼

シ
奉
ル
ヘ
シ
、（
山
田
孝
雄
文
庫
本
「
衆
生
の
ふ
つ
し
や
う
の
三
い
ん
、

ふ
つ
し
や
う
を
あ
ら
は
さ
ん
た
め
な
り
、
三
ゐ
ん
ふ
つ
し
や
う
と
は
、

し
や
う
い
ん
ふ
つ
し
や
う
、
れ
う
い
ん
ふ
つ
し
や
う
、
ゑ
ん
ゐ
ん
ふ
つ

し
や
う
な
り
」
あ
り
）
神
ヲ
二
礼
シ
奉
ハ
、
本
地
垂
迹
ノ

二
ノ

徳
マ

シ
マ
ス
故
ニ

、
二
度
礼
シ
奉
ル
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
再
拝
ト
申
也
、
又

貴
人
ヲ

一
礼
ス
ル
ハ
、
当
時
ノ
威
徳
ヲ
礼
ス
ル
ナ
リ
、

▽
『
童
子
教
』

三
宝
ニ
ハ

　

尽　
シ

二

三
礼　
ヲ

一

神
明
ニ
ハ

　

致　
シ

二

再
拝　
ヲ

一

人
間
ニ
ハ

　

成　
セ

二

一
礼　
ヲ

一
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▼
西
教
寺
本
『
法
華
懺
法
私
』
上

一
。
三
礼
事　

仏
ハ

具　
ス

二

法
報
応
身　
ヲ

一

故
ニ

致　
ス

二

三
礼　
ヲ

一

。
神
ニ
ハ

　

備

　

ル
二

本
地
垂
迹　
ヲ

一

故
ニ

再
拜
ス

。
人
者
当
時
威
徳
故
ニ

成　
ス

二

一
礼　
ヲ

一

云
々

『
五
常
内
義
抄
』
礼
一
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
一
ニ

仏
ヲ

礼
シ

奉
ル
ニ
ハ
、
三
礼
ス
ヘ
シ
、
神
ヲ

礼
シ
奉
ル
ニ
ハ
、

二
礼
ス
ヘ
シ
、
貴
人
ヲ
バ
、
一
礼
ス
ヘ
シ
ト

云
リ
、
其
故
ハ

、
仏
ヲ

三
礼
シ
奉
ル
事
ハ
、
仏
ニ
ハ
、
法
報
応
ノ
三
身
ノ
徳
在マ

シ
マ

ス

故
、
三

度
礼
シ
奉
ル
ヘ
シ
、
神
ヲ
二
礼
シ
奉
ハ
、
本
地
垂
迹
ノ

二
ノ

徳
マ
シ

マ
ス
故
ニ

、
二
度
礼
シ
奉
ル
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
再
拝
ト
申
也
、
又
貴

人
ヲ

一
礼
ス
ル
ハ
、
当
時
ノ
威
徳
ヲ
礼
ス
ル
ナ
リ
、

▽
西
教
寺
本
『
法
華
懺
法
私
』
下

一
。
瞋
恚
ヲ
ハ

　

譬　
フ
レ

火
ニ

俄
ニ

起
テ

事
ヲ

損
ル

也　

①
宝
積
経
ニ

云
。
若
人

造　
コ
ト

二　

功
徳　
ヲ
一

猶
如　
モ
二

須
弥
山　
ノ
一

。
一
ニ

起　
セ
ハ

二　

瞋
恚
心　
ヲ
一

一
時
ニ

皆

消
滅
ス

文

（
中
略
）

②
或
経
ニ

云
。
一
念
ノ

瞋
恚
亡　
ス
二

九マ
マ

胝
劫
ノ

善
根　
ヲ
一

文

『
五
常
内
義
抄
』
義
九
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
九
云
、
人
ハ

余
ニ

腹
悪
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、（
中
略
）
サ
レ
ハ
②
或

文
ニ

云
、
一
念
瞋
恚
ノ

炎
倶
（
他
本
「
九
」）
胝
劫
ノ

善
根
ヲ

焼
、
刹
那

ノ

怨
害
ノ

ツ
ミ
ハ
、
無
量
生
ノ
苦
報
ヲ

得
ト
云
ヘ
リ
、
又
①
宝
積
経
ニ

曰
、
若
人
功
徳
ヲ

作
事
須
弥
山
ノ
如
ク

ナ
レ
ト
モ
、
一
度
瞋
恚
ヲ

発

ヌ
レ
ハ
、
一
時
ニ（
内
閣
文
庫
本
「
皆
」
あ
り
）
消
滅
ス
ト
云
ヘ
リ
、

▼
『
一
宗
行
儀
抄
』
上

一四

道
場
ニ
入
ン
ト
思
ハ
ヾ
、
責
テ
手
口
洗
ヒ
、
衣
裳
ヲ
刷
テ
入
ル
。

仏
前
ニ
至
テ
ハ
三
身
ノ
徳
ヲ
重
ジ
、
五
体
投
地
シ
テ
仏
ノ
尊
容
ヲ

拝
シ
奉
レ
。
①
三
身
ノ
徳
ナ
ル
故
ニ
仏
ヲ
バ
三
度
礼
拝
シ
、
②
神

ヲ
バ
再
拝
ト
テ
二
度
礼
シ
、
③
人
間
ヲ
バ
一
礼
ヲ
成
也
。
④
神
ヲ

バ
再
拝
ス
ル
コ
ト
ハ
、
本
地
垂
迹
ノ
二
ヲ
礼
ス
ル
也
。
⑤
人
間
ヲ

一
礼
ス
ル
事
ハ
、
今
ノ
威
徳
ノ
重
キ
ヲ
敬
フ
儀
也
。
仏
ヲ
拝
シ
心

中
ニ
可　
レ

思
ヤ
ウ
ハ
、
弥
陀
千
輻
輪
ノ
御
足
、
我
ヲ
蹈
ヘ
在
シ
テ
、

九
品
ノ
蓮
台
ニ
導
キ
迎
ヘ
玉
フ
ベ
キ
事
ノ
難　
レ

有
サ
ヨ
ト
観
ジ
奉

ル
ベ
シ
。

『
五
常
内
義
抄
』
礼
一
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
一
ニ

仏
ヲ

礼
シ

奉
ル
ニ
ハ
、
三
礼
ス
ヘ
シ
、
神
ヲ

礼
シ
奉
ル
ニ
ハ
、

二
礼
ス
ヘ
シ
、
貴
人
ヲ
バ
、
一
礼
ス
ヘ
シ
ト

云
リ
、
其
故
ハ

、
①
仏

ヲ

三
礼
シ
奉
ル
事
ハ
、
仏
ニ
ハ
、
法
報
応
ノ
三
身
ノ
徳
在マ

シ
マ

ス

故
、

三
度
礼
シ
奉
ル
ヘ
シ
、
②
④
神
ヲ
二
礼
シ
奉
ハ
、
本
地
垂
迹
ノ

二
ノ

徳
マ
シ
マ
ス
故
ニ

、
二
度
礼
シ
奉
ル
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
再
拝
ト
申
也
、

又
③
⑤
貴
人
ヲ

一
礼
ス
ル
ハ
、
当
時
ノ
威
徳
ヲ
礼
ス
ル
ナ
リ
、

▼
『
師
長
恩
重
事
』

師
長
ノ
恩
ハ
父
母
ノ
恩
ニ
ス
キ
タ
リ
ト
イ
ヘ
リ
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、

父
母
ハ
三
界
ノ
ウ
チ
ノ
恩
ナ
リ
。
師
長
ノ
恩
ハ
三
界
ヲ
勧
出
シ
テ
、

無
為
涅
槃
ニ
イ
タ
ラ
シ
ム
ル
ユ
ヘ
ニ
。
観
世
音
菩
薩
ハ
本
師
弥
陀

如
来
ヲ
宝
冠
ニ
イ
タ
ヽ
キ
タ
マ
ヘ
リ
。
ム
カ
シ
大
王
ハ
千
歳
ノ
ア

ヒ
タ
、
阿
私
仙
人
ニ
給
仕
シ
、
薬
王
菩
薩
ハ
身
ヲ
ヤ
キ
テ
ヒ
チ
ヲ

ト
ホ
シ
、
華
眼
ハ
目
ヲ
ヌ
キ
テ
、
タ
テ
マ
ツ
リ
、
怨
勝
ハ
耳
ヲ
キ
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リ
テ
、
孝
シ
、
知
足
ハ
ア
シ
ヲ
キ
リ
、
利
益
ハ
モ
ヽ
ヲ
キ
リ
、
善

面
ハ
舌
ヲ
ヌ
キ
、
光
明
ハ
身
ヲ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
妙
色
ハ
子
ヲ
ア
タ

ヘ
、
修
楼
ハ
妻
ヲ
サ
ツ
ク
ト
イ
ヘ
リ
。
シ
カ
レ
ハ
、
一
日
ニ
三
度
、

恒
沙
ノ
身
ヲ
ス
テ
ヽ
モ
、
ナ
ヲ
一
句
ノ
恩
ヲ
、
ム
ク
ウ
コ
ト
ア
タ

ハ
ス
ト
イ
ヘ
リ
。
故
ニ
師
長
ノ
恩
ハ
、
父
母
ノ
恩
ニ
勝
タ
リ
ト
イ

ヘ
リ
。
ソ
レ
オ
モ
ン
ミ
レ
ハ
、
我
大
師
釈
迦
如
来
ハ
、（
下
略
）

『
五
常
内
義
抄
』
仁
一
（
内
閣
文
庫
本
）

第
一
、
人
ハ

父
母
師
長
ノ
孝
養
ノ

心
深
カ
ル
ヘ
シ
ト
云
ハ
、（
中
略
）

又
師
長
ノ

恩
ニ
ハ

　

不　
レ

過
（
松
平
家
披
雲
閣
本
「
師
長
ノ

恩
ハ
、
父
母
ノ

恩

ニ
ハ

　

過
タ
リ

　

」）
ト

云
ヘ
リ
、
其
ノ
ユ
ヘ
ハ
父
母
ノ

恩
ハ

三
界
内
ノ

恩
也
、
師

長
ノ

恩
ハ

三
界
ヲ

勧
メ

出
シ
テ
、
無
為
涅
槃
ニ

至
ル

故
也
、
仍
テ

師
長
ノ

恩

ハ

勝
レ
タ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
然
レ
ハ

　

師
ノ
恩
ノ

カ
タ
シ
ケ
ナ
キ
事
諭
ヲ

取
ニ

物
ナ
シ
、
サ
レ
ハ
、
観
音
ハ

本
師
阿
弥
陀
如
来
ヲ

宝
冠
ニ

イ
タ
ヽ
キ

給
ヘ

リ
、
師
ノ

恩
ヲ

報
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
勘
ヱ

申
サ
ハ
、
昔
ノ

大
王
ハ

千
歳

之
間
阿
私
仙
ニ

給
仕
シ

、
薬
王
菩
薩
ハ

身
ヲ

焼
、
臂
ヲ

ト
ボ
シ
テ
浄
明

徳
ノ
廟
ニ

供
シ
、
花
眼
ハ

眼
ヲ

抜
テ

奉
リ

、
恩
勝
（
書
陵
部
本
「
怨
勝
」）

ハ

耳
ヲ

焼
テ

供
養
シ
（
山
田
孝
雄
文
庫
本
「
切
て
か
う
し
」）、
知
足
ハ

足
ヲ

切
リ

、
利
益
ハ

股
ヲ

割
キ

、
善
面
ハ

舌
ヲ

抜
キ

、
華
徳
ハ

歯
ヲ

ホ
ト
コ
シ
、

光
明
ハ
身
ヲ
授
ケ

、
妙
色
ハ

子
ヲ
ア
タ
ヘ
、
修
楼
ハ

目
（
他
本
「
妻
」）

ヲ

サ
ツ
（
ク
）
ト
云
ヘ
リ
、
止
観
文
云
、
一
日
三
度
恒
沙
ノ

身
ヲ
捨

ト

モ
、
尚
一
句
ノ

恩
ヲ

報
フ

コ
ト
不
能
ト
イ
ヘ
リ

　
　
　

、
師
ノ

恭
ナ
キ

　

事
略
シ
テ

　

如　
シ
レ

此
ノ

、
故
ニ

師
長
ノ

恩
ヲ

可　
レ

報

右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』
と
の
一
致
（『
一
乗
拾
玉
抄
』・『
法
華
懺

法
私
』・『
一
宗
行
儀
抄
』）、
あ
る
い
は
、
同
文
関
係
（『
師
長
恩
重
事
』）
が

確
認
で
き
る
が
、
一
箇
所
の
み
の
一
致
で
は
、『
五
常
内
義
抄
』
と
密

接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
か
ら
の
引
用
の
可
能
性
は
否
定
し
得
な
い
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、『
五
常
内
義
抄
』
複
数
箇
所
と
の
一
致
が
確
認
で

き
る
例
と
し
て
、
先
に
も
ふ
れ
た
四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』
を
見
る
と
、

▼
四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』
太
子
十
八
歳
条

①
爾
者
周
穆
王
者
天
下
ノ
飢
饉
ヲ
悲
ミ
給
テ
十
善
之
御
身
ヲ
苦
シ

メ
民
ヲ
孚ハ

コ
ク

ミ
給
フ
ニ
慈
悲
ヲ
以
テ
シ
世
治
ル
ニ
善
シ
キ
改マ

マ

ヲ
以

テ
ス
故
ニ
人
民
モ
正
真
ニ
シ
テ
四
海
泰
平
也
キ
又
吾
朝
之
延仁

徳
天
皇喜

之

聖
主
ハ
一
天
之
豊
ナ
ル
事
ヲ
悦
ヒ
万
姓
之
貯タ

ク
ワ

ヘ
尽
ヌ
ル
事
ヲ
悲

ミ
給
ヒ
テ
絹
布
ヲ

家
々
ニ
与
ヘ
米
銭
ヲ
里
々
ニ
下
テ
民
之
憂
ヲ
除

キ
世
之
歎
ヲ
顧
ミ

給
フ

也
其
朝
高
楼
ニ
上
テ
四
方
ヲ
叡
覧
有
テ
民
ノ

煙
ノ
朝
ノ

空
見
ケ
ル
ニ
ハ
悦
給
テ

②
高
屋
ニ
登
テ
見
者
煙
立
ツ
民
ノ
カ
マ
ト
ハ
ニ
キ
ワ
イ
ニ
ケ
リ

正
統
記
ニ
ハ
仁
徳
天
皇
摂
津
国
難
波
高
津
之
宮
ニ
テ
民
ノ
貧
キ
事

ヲ

思
食
テ
三
年
之
御
調
ヲ
停
止
給
テ
高
殿
ニ
昇
リ
見
給
フ

時
御
歌
ト
モ

　

曰
ス
ト

也
如　
二

此
之　
一

古
ヨ
リ
今
ニ
至
マ
テ
慈
悲
ヲ
先
ト
シ
正
直
ヲ

本
ト
シ
給
ニ
依
テ

人
モ
憂
事
モ
無
ク
世
モ
直
ニ
治
マ
リ
候
キ
ト
也

③
或
経
文
ニ

見
ヘ

候
浄
国
一
劫
ノ
持
戒
ヨ
リ
モ
穢
土
ニ
テ
須
臾
慈
悲

ヲ
行
セ
ン
ニ
ハ
不　
カ
レ

如
ト
説
給
ヒ
候
也
尤
モ

慈
悲
ヲ
施
シ
給
ヘ
ト

仰
ス
故
ニ
④
太
子
之
十
七
ヶ
条
之
憲
法
之
中
ニ

民
ヲ
使
ニ
時
ヲ
以

テ
ス
ル
ハ
古
之
良ヨ

キ
ノ
リ典

也
故
ニ
冬
ノ
月
ニ
有　
リ
レ

間
マ

以
テ
民
ヲ
可　
シ
レ

仕
フ

春
ヨ
リ
秋
ニ
至
マ
テ
者
農

ナ
リ
ハ
イ

桑コ
カ
イ

之
節ト

キ

也
民
ヲ
不　
レ

可　
レ

仕
フ

不　
レ
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農
セ

者
何
ヲ
カ
食
セ
ン
不　
レ

桑
セ

者
何
ヲ
カ
服
キ
ン
ト
云
々
加
様
之

道
理
ヲ
不　
レ

知
ラ

者
任　
テ

二

雅
意　
ニ

一

民
ヲ
令　
メ

レ

煩
ハ

世
ヲ
悩
サ
ハ
子
孫

マ
テ
可　
レ

悪
シ

者
也
旦マ

マ

⑤
人
者
正
直
カ
可　
レ

為　
レ

本
候
也
礼
記
云
正
直

者
子
孫
ニ
及
ヒ
非
礼
者
我
身
ニ
留
ル
ト
文
実
ナ
ル
哉
直タ

ヽ
シ
ク

　

振
舞
ハ

子
孫
マ
テ
誉
ヲ
可　
レ

受
カ
タ
マ

シ
ク
非
礼
ヲ
行
者
先
ツ
我
身
ニ
失
ヲ
可

　
レ

受
ク

何
ニ
況
ヤ
後
生
ニ
於
テ
哉

醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子
伝
記）

50
（

』
太
子
十
八
歳
条

①
穆
天
子
ハ

悲　
テ

二

天
下
ノ

飢
饉　
一

苦　
シ
メ

二　

十
善
ノ

身　
一

給
ヘ
リ
恵　
ム
ニ

レ　

民

以　
テ
シ

二　

慈
悲　
一

治　
ル
ニ

レ　

世
以　
ス
二

善
政　
一

故
ニ

人
民
正
真直
ニ
シ
テ

　
　

而
四
海
泰
平

也
亦
吾
朝
ノ

延
喜
ノ

聖
帝
ハ

憐　
テ
二

貧
賤
ノ

民　
一

与　
ヘ
二

絹
布
ヲ

於
家
　々
一

施

　

テ
二

米
銭
ヲ

於
里
　々

ニ
一

除　
キ
二

人
ノ

憂　
一

顧　
ミ
二

世
ノ

嘆　
一

玉
ケ
リ
上　
テ
二

高
楼　
一

叡　
二

覧
シ

四
方　
一

給
シ
時
ニ

民
ノ

屋
ヨ
リ

　

朝
煙
ノ

立
昇
ケ
レ
ハ
嬉ウ

レ
シ

ク
思
食

シ
テ

　

有　
リ
二

一
首
ノ

御
詠
哥　
一

②
高
屋
ニ

登
テ

見
レ
ハ

　

烟
タ
ツ
民
竈カ

マ
ト

ハ

賑ニ
キ
ハ

ヒ
ニ

　

ケ
リ

是
レ

古
今
ノ

賢
王
聖
主
専　
ニ
シ
テ

二　
　

慈
悲　
一

撫　
テ
二

生
民　
一

玉
フ
事
跡
也
③
一

経
ノ

文
ニ

云
ク

浄
国
ニ
シ
テ

　
　

一
劫
ノ

間
持　
ン
ハ

レ　

戒
不　
レ

如　
三

此
土
ニ
シ
テ

　
　

須
臾
モ

行

　

ニ
ハ

二　

慈
悲　
一

也
伏
シ
テ

　

請
人
々
起　
シ
テ

二　

大
悲
心　
一

欲　
セ
ヨ

レ　

救　
ン
ト

二　

此
兆
民　
一

即
是
如
来
之
教
誡
薩
埵
之
弘
願
也

『
五
常
内
義
抄
』
仁
二
（
内
閣
文
庫
本
）

又
①
穆
天
子
伝
云
、
秦
ノ

穆
公
ハ
慈
悲
深
ク

心
広
キ

君
也
、
天
下
ノ

飢
饉ヲ
悲テ
高楼
ヲ

立テ
必ス
カノ
楼
ニ

上テ
、四
方
ヲ

見給
フ
ニ　煙
リ

不　
ル
レ

立
里
ヘ
ハ
常
ニ

米
酒
ヲ

遣
シ

、
寒
痛
難　
キ
レ

忍
ヒ

所
ヘ
ハ
、
衣
服
ヲ

送
リ

給

ケ
リ

　

、
サ
レ
ハ
仁
徳
天
王
（
他
本
「
延
喜
御
門
」）

②
た
か
き
屋
に
の
ほ
り
て
み
れ
は
煙
た
つ
民
の
か
ま
と
は
に
き

わ
ゐ
に
け
り

ト
モ
ア
ソ
ハ
シ
ケ
リ
、
③
サ
レ
ハ
経
（
他
本
「
或
経
文
」）
ニ

云
、若

人
浄
国
ニ

ヲ
ヒ
テ
一
劫
持
戒
ナ
ラ
ン
ヨ
リ
ハ
、
此
世
（
吉
田
幸
一
氏

蔵
本
「
土
」）
ニ

シ
テ
須
臾
ノ
間
慈
悲
ヲ

行
セ
ン

　

ニ
ハ
シ
カ
シ
ト
云
ヘ
リ
、

サ
レ
ハ
只
一
ス
チ
ニ

人
ヲ
哀
ミ

悲
ム

ヘ
シ

『
五
常
内
義
抄
』
仁
三
（
内
閣
文
庫
本
）

第
三
ニ

民
ヲ

仕
ニ

時
ヲ

可　
レ

知
ト

云
ハ
、
④
聖
徳
太
子
ノ

、
十
七
箇
条
之

御
憲
法
云
、
使
フ
ニ

　

民
ヲ

以　
ス
レ

時
ヲ

占古
歟

ウ
ノ

　

之
ヲ

、
良
キ

典
リ
ナ
リ

　
　

故
ニ

冬
ノ

月
ニ

有ル
間タ
以テ
可　
シ
レ使　
フ
レ民
ヲ

、従
　

レ春至
　

レ秋農
桑
ノ

之節
、
不　
レ可　
レ

使　
レ

民
、
其
レ

不　
ハ
レ

農
セ

何
ヲ
カ

　

食
セ
ン

　

、
不　
ン
ハ

レ　

桑
セ

何
ヲ
カ

　

服
ン
ト

　

云
ヘ
リ

『
五
常
内
義
抄
』
仁
五
（
内
閣
文
庫
本
）

第
五
、
⑤
人
ハ
何
ニ
モ

　

正
直
ナ
ル
ガ
ヨ
カ
ル
ヘ
シ
ト
云
ハ
、
礼
記
云
、

正
直
及
子
孫　
ニ
一

、
非
礼
留ト
　
二

我
カ

身　
ニ
一

云
ヘ
リ
、
又
周
易
云
、
積
善

之
家
、
必
有
余
慶
、
積
悪
之
家
必
有　
リ
二

余
殃　
一

、
信
顕
タ
ル
有
徳

ト
モ
云
ヘ
リ
、
人
ノ

正
直
ナ
ラ
ス
シ
テ
所
為
ナ
キ
ト
云
ハ
、
諸
ニ

ワ

タ
リ
テ
人
ノ

ヨ
キ
ヲ
ハ
ソ
ネ
ミ
、
悪
ヲ

ハ
喜
ヒ

心
ノ

底
ニ
ハ

　

ア
ハ
レ
、
人

ノ
ワ
ル
カ
レ
カ
シ
損
セ
ヨ
カ
シ
ト
思
ナ
リ
、
カ
ヽ
ラ
ム
人
ハ
、
遂

ニ

ア
シ
カ
ル
ヘ
シ
、
現
世
ニ

ハ
其
ノ

報
ヲ

感
シ

、
後
生
ニ

ハ
奈
梨
ノ

極
闇
ニ

沈
ム

ヘ
シ
、

▽
『
和
漢
朗
詠
註
抄
』
帝
王

①
穆
天
子
伝
云
、
秦
穆
公
ハ

為
人　
一

寛
仁
也
。
憂
天
下
飢
寒
、
搆
高

楼　
ヲ

一

、
帝
必
毎
朝
望
四
方
烟
気
、
不
見
之
里
常
遣
米
酒　
ヲ

一

而
給
之
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ニ
一

也
。
冬
日
瓶
内
水
凍
。
帝
曰
、
瓶
水
已
凍
。
曝
サ
レ
タ
ル

　
　
　

露
ニ

之
貧

民
哉
。
以
テ

布
絹　
ヲ

一

大
給
矣
文
。
有
人
云
、
延
喜
天
皇
冬
夜
寒
気
ニ

御
衣
押
却
テ

仰
云
、
我
尚
寒
気
、
天
下
人
民
何
難
堪　
一

矣
云
々
。
側

泣
者
有
。
帝
曰
、
誰
有
。
答
曰
、
住
吉
老
翁
。
君
御
意
貴
御
ス

。

此
故
不
堪
感　
一

泣
云
々
。
仁
徳
天
皇
昇
楼
見
四
方
、
御
製
云
、
②

タ
カ
キ
ヤ
ニ
ノ
ホ
リ
テ
ミ
レ
ハ
ケ
ム
リ
タ
ツ
タ
ミ
ノ
カ
マ
ト
ハ
ニ

キ
ハ
イ
ニ
ケ
リ
。

右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』「
仁
」
部
三
箇
所
と
の
一
致
、
お
よ
び
、

類
似
が
確
認
で
き
る
。
五
常
配
当
箇
所
と
の
一
致
を
も
勘
案
す
れ
ば
、

右
が
、偶
然
の
一
致
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
が
、独
自
記
事
の
多
さ
か
ら
、

孫
引
の
可
能
性
な
ど
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
複
雑
な
関
係
を
想
定
す
る
必
要
が
な
い
例
と
し
て
、

室
町
初
期
写
本
の
存
す
る
『
西
明
寺
殿
御
歌
』
を
見
る
と
、

▼
尊
経
閣
文
庫
本
『
西
明
寺
殿
御
歌）

51
（

』

一　

仏
を
は
三
た
ひ
礼
し
て
お
か
む
へ
し
三
し
ん
の
い
と
く
ま
し

ま
す
か
ゆ
へ

三　

ち
は
や
ふ
る
神
を
さ
い
は
い
す
る
時
ハ
本
地
す
い
し
や
く
是

あ
ら
た
也

七　

を
し
な
へ
て
人
に
一
た
ひ
礼
す
れ
は
そ
の
い
と
く
を
も
う
や

ま
ふ
か
ゆ
へ

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
『
西
明
寺
殿
御
歌
百
首）

52
（

』

１　

ほ
と
け
を
は
三
度
礼
し
て
お
か
む
へ
し
三
身
の
徳
ま
し
ま
す

か
ゆ
へ

２　

ち
は
や
ふ
る
神
を
再
拝
す
る
事
は
本
地
垂
迹
こ
れ
あ
ら
た
な

り

３　

を
し
な
へ
て
人
は
一
度
礼
す
る
は
そ
の
威
徳
を
も
う
や
ま
ふ

か
ゆ
へ

『
五
常
内
義
抄
』
礼
一
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
一
ニ

仏
ヲ

礼
シ

奉
ル
ニ
ハ
、
三
礼
ス
ヘ
シ
、
神
ヲ

礼
シ
奉
ル
ニ
ハ
、

二
礼
ス
ヘ
シ
、
貴
人
ヲ
バ
、
一
礼
ス
ヘ
シ
ト

云
リ
、
其
故
ハ

、
仏
ヲ

三
礼
シ
奉
ル
事
ハ
、
仏
ニ
ハ
、
法
報
応
ノ
三
身
ノ
徳
在マ

シ
マ

ス

故
、
三

度
礼
シ
奉
ル
ヘ
シ
、
神
ヲ
二
礼
シ
奉
ハ
、
本
地
垂
迹
ノ

二
ノ

徳
マ
シ

マ
ス
故
ニ

、
二
度
礼
シ
奉
ル
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
再
拝
ト
申
也
、
又
貴

人
ヲ

一
礼
ス
ル
ハ
、
当
時
ノ
威
徳
ヲ
礼
ス
ル
ナ
リ
、

▼
尊
経
閣
文
庫
本
『
西
明
寺
殿
御
歌
』

四
〇　

①
大
事
を
ハ
独
は
か
ら
ふ
事
な
か
れ
②
心
得
た
ら
ん
人
に
と

ふ
へ
し

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
『
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
』

65　

①
大
事
を
は
我
と
は
か
ら
ぬ
事
な
か
れ
②
心
へ
た
て
ぬ
人
に

と
ふ
へ
し

『
五
常
内
義
抄
』
智
九
（
内
閣
文
庫
本
）

此
ニ
ハ

　

大
事
カ
大
事
ナ
ラ
ン
事
ハ
、
②
サ
モ
心
得
タ
ラ
ム
人
ニ々

申
シ

合
テ

多
ク

人
ノ

サ
ト
リ
云
ハ
ン
方
ニ

可　
シ
レ

付
ク

、
大
事
モ
独
リ

計
ヘ
ハ
、

後
悪
カ
ル

　

ベ
シ
、
サ
レ
ハ
太
子
ノ

憲
法
ニ

云
ク
、
①
大
事
ハ

不　
レ

可　
ラ
二

独

リ

断　
ル
一

、
必
ス

与　
レ

衆
宜
論
ス

、
小
事
ハ
是
軽
シ

不　
レ

可　
二

必
ス

衆　
ト
ス

一　

云

リ
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▼
尊
経
閣
文
庫
本
『
西
明
寺
殿
御
歌
』

二
四　

子
を
ま
う
け
と
し
比
ゐ
た
る
物
な
り
と
を
ん
な
に
心
ゆ
る
し

は
し
す
な

二
五　

は
し
な
く
て
天
の
原
に
ハ
の
ほ
る
と
も
定
と
お
も
ひ
て
あ
ら

か
ひ
な
し
そ

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
『
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
』

53　

子
を
ま
う
け
と
し
こ
ろ
な
り
と
い
へ
る
共
女
に
心
打
と
け
な

せ
そ

78　

は
し
な
く
て
天
川
を
は
渡
と
も
治
定
の
事
と
あ
ら
か
い
な
せ

そ

『
五
常
内
義
抄
』
義
十
（
内
閣
文
庫
本
）

第
十
ニ

、
人
ハ
無
益
ノ

論
ヲ

シ
、
ア
ラ
カ
ヒ
ヲ
ス
ベ
カ
ラ
ス
ト
云
ハ
、

（
中
略
）
白
道
カ

云
ク

、
汝
七
ノ

子
ヲ

生
ト

云
共
、
妻
ニ

心
ヲ

ユ
ル
サ
ヽ
レ
、

橋
無
ク
シ
テ

　
　

天
ヘ

ハ
上
ル
ト
モ
、
ア
ラ
カ
ヒ
ヲ
セ
ザ
レ
ト
云
、
二
ノ
戒

ヲ

持
テ

、
此
ノ

秘
法
ヲ

教
ヘ
ム

　

ト
云
、

右
の
ご
と
く
、
複
数
首
・
複
数
箇
所
に
亘
っ
て
、『
五
常
内
義
抄
』
と

の
一
致
が
確
認
で
き
る
。
対
象
が
和
歌
で
あ
る
た
め
、
典
拠
の
確
定
は

む
つ
か
し
い
が
、
二
重
傍
線
部
か
ら
、『
五
常
内
義
抄
』
に
よ
る
可
能

性
は
十
分
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
依
拠
関
係
の
認
定
の
可

否
と
い
う
点
で
、
他
の
散
文
の
例
と
次
元
を
異
に
す
る
こ
と
は
、
や
は

り
否
定
し
得
な
い
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
よ
り
明
瞭
な
一
致
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、
岩

瀬
文
庫
本
『
賢
才
往
来）
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』
を
見
る
と
、

▼
岩
瀬
文
庫
本
『
賢
才
往
来
』
第
四
状

人
者
何
事
者タ

リ
ト
モ

　

、
由　
リ

レ

可　
キ
ニ

レ　

嗜　
ム

二

諸
芸　
ヲ

一

、
有　
ル

レ

能
者
ハ

、
少
々

科ト
ガ

者ア
リ

ト
モ

　

、
有　
二

人
ノ

許
ス

事　
一

。
去サ

レ
バ者

一
芸
モ

作　
二

万
之
技　
ヲ

一

。
又
云
フ

。

車
ハ

者
三
寸
之
無　
ケ
レ
バ

レ　
　

轄
、
不ス　
レ

廻　
ラ

二

寸
之
庭　
モ

一

。
人
者
無　
レ
バ

レ　

屑
イ
サ
ギ
ヨ

キ
コ
ト

　
　

世
渡
ル

事
ヲ

闕
ク
ト

　

云
ヘ
リ

　

。
又
、
後
漢
書
ニ

云
フ

。
位
之
不　
ル
ヲ

レ　

貴カラ
　

不
　

レ

愁
ヘ

。
智ノ不
レ

　

広
ラ
カ

　
事ヲ
愁フト　

云ヘ
リ　。
尚
書ニ云
フ

。
曲
ル
レ

　

木
者
、
得　
レ

素マ
マ

ニ
ナ
ル

　
　

直
。
愚
人
モ

者
、
得　
テ

レ

智
ヲ

好
云
。
無　
キ

レ

智
人
間

者
、
譬タ

ト
ヘ
バ

　

互マ
マ

雖　
モ

二

罪
多　
シ
ト

一　

。
依　
テ

レ

有　
ル
ニ

レ　

智
、
浮
カ
ブ

　

事
如　
シ

二

鉄
之

鉢　
ノ
一

。
雖　
二

科ト
ガ

少　
シ
一

、
無　
キ
レ

智
故
ニ

、
沈
ム

事
如　
シ
ト

レ　

針
云
ヘ
リ

　

。
或
又
、

誇
　
リテレ
　

楽ニ不
　
レ

知　
レ
智
ヲ

。
或ハ
被
　

レ

責
　

メ
レ

貧
ニ

忘　
レ賢ヲ
。兎角
捨
ツ

　

ルレ　
　

賢
ヲ

事
、
悲
有　
レ

余
。

『
五
常
内
義
抄
』
智
十
八
（
内
閣
文
庫
本
）

第
十
八
、
人
ハ
何
事
ニ

モ
、
由
有
能
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
「
身
ニ

才
芸
」）

ア
ラ
ン
ト
可　
シ
レ

思
フ

、
人
ノ

事
ノ

外
ニ

無
能
ニ

テ
、
由
一
モ
無
キ
ヲ
ハ
、

人
賎
ム
ル
事
有
ル

ベ
シ
、
能
タ
ニ
モ
有
レ
ハ
、
少
ノ々

咎
有
ト

云
ト
モ
、

（
他
本
「
人
ノ
」
あ
り
）
思
ユ
ル
ス
事
有
ベ
シ
、
サ
レ
ハ
、
一
芸
ハ

万
杖
ヲ

却
ク
ト

　

云
リ
、
是
ハ

一
ノ

能
ア
レ
ハ
、
万
杖
ヲ

不　
レ

当
ト

云
リ
、
又

云
、
車
ハ
三
寸
ノ

轄
ナ
ケ
レ
ハ
、
一
寸
（
他
本
「
寸
ノ
庭
」）
モ
不　
レ

転
（
他
本
「
メ
グ
ラ
ズ
」）、
人
ハ
一
ノ

無　
ハ
レ

屑リ
エレ

ハ
世
ヲ

趍
ル

事
欠
タ
リ

　

ト
云
リ
（
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
「
闕　
ト
イ
ヘ
リ

レ　
　
　

渡　
レ

世　
一

」）、

『
五
常
内
義
抄
』
智
二
十
一
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）

後
漢
書
ニ

云
、
位
ノ

貴
カ
ラ
サ
ル
事
ヲ

愁ウ
レ

ヘ
ス

　

シ
テ
、
徳
ノ

ア
ツ
カ
ラ
サ

ル
事
ヲ

ウ
レ
エ
ヨ
、
禄
ノ

多
カ
ラ
サ
ル
事
ヲ

ウ
レ
ヘ
ス
シ
テ
、
智
ノ

広
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カ
ラ
サ
ル
事
ヲ

ウ
レ
エ
ヨ
ト
云
ヘ
リ
、

『
五
常
内
義
抄
』
智
二
十
三
（
内
閣
文
庫
本
）

第
廿
三
、
智
恵
有
ム

事
ヲ

願
テ

、
物
ヲ

習
ヒ

読
ヘ
シ
ト
云
、
尚
書
云
、

木
ハ

従　
レ

縄
ニ

則
ハ

正タ
ヽ

シ

、
后キ

ミ
ハ

従　
レ

諌
則
聖
云
リ

、
心
ハ
（
他
本
「
木
ハ

」

以
下
な
し
）
曲
木
ハ

得　
レ

縄
ヲ

直
ス

、
愚
人
ハ

智
ヲ

得
テ

麗
ト

云
ヘ
リ
、
性
ハ

利
根
聰
明
也
ト

云
共
、
習
ヒ

読
サ
レ
ハ
、
愚
癡
ナ
ル
ヘ
シ
、（
中
略
）

然
者
無
智
者
ハ

人
間
ノ

牛
ト
ス
、
縦
罪
雖
多
智
ニ

ヨ
ル
故
ニ

浮
事
ハ
チ

（
山
田
孝
雄
文
庫
本
「
く
ろ
か
ね
の
は
ち
」）
ノ
如
シ

、
縦
咎
少
ナ
レ
ト

モ
智
無
カ

故
ニ

、
沈
ム

事
ハ
リ
ノ
如
シ
ト
云
リ
、
現
世
ノ

悪
キ

ノ
ミ
ニ

ア

ラ
ス
、
後
生
ニ

極
闇
ニ

可　
レ

沈
、
智
ハ
是
生
死
ヲ

出
ル
炬
、
涅
槃
ニ

至

鏡
也
ト
云
リ
、
雖　
レ

然
世
ニ

有
ル

人
ハ
楽
ニ

ホ
コ
リ
テ
、
智
ヲ

不
知
、

世
ニ

無
物
ハ
貧
ニ

責
ラ
レ
テ
、
賢
ヲ

忘
ル

、
ト
シ
テ
モ
角
シ
テ
モ
賢
ヲ

弃
ラ
レ
ム
コ
ト
有　
レ

余　
レ

悲

▼
岩
瀬
文
庫
本
『
賢
才
往
来
』
第
八
状

世
間
之
煩
、
有　
二

四
品　
一

。
一
者
大
事
ヲ

成　
ス
二

大
事　
ト
一

。
二
者
大
事
ヲ

成　
ス
二

小
事　
ト
一

。
三
者
小
事
ヲ

成　
ス
二

大
事　
ト
一

。
四
者
小
事
・
大
事
当

　

ル
レ

中
ニ

。
大
事
ヲ

成　
ス
ト
ハ

二　
　

大
事　
ト
一

者
、
何
ヲ

為　
ス
二

心
得　
一

。
人
ト

令　
二

談

合　
セ
一

、
可　
レ

付　
ク
二

異
見　
ニ
一

。
太
儀
ハ

為　
ス
二

弓
箭　
ト
一

。
一
人
ニ
テ

　

不　
レ

可　
二

相
計　
ル
一

。
去
レ

者バ

、
太
子
ノ

憲
法
ニ

云
フ

。
大
事
ハ

一
人
ニ
テ

　

而
不　
レ

可　
レ

理オ
サ

ム

。
為　
ス
二

必
ズ

衆
ト

共　
ニ
一

云
々
。

『
五
常
内
義
抄
』
智
九
（
内
閣
文
庫
本
）

第
九
、
世
間
ノ

煩
ニ

、
四
ノ

品
有
ベ
シ
、
一
ニ
ハ

　

大
事
カ
大
事
ナ
ル
有

ベ
シ
、
二
ハ

大
事
カ

小
事
ナ
ル
有
ベ
シ
、
三
ハ

小
事
カ
大
事
ナ
ル
有

ベ
シ
、
四
ニ
ハ

　

少
事
カ

少
事
ナ
ル
有
ベ
シ
、
此
ニ
ハ

　

大
事
カ
大
事
ナ
ラ

ン
事
ハ
、
サ
モ
心
得
タ
ラ
ム
人
ニ々

申
シ

合
テ

多
ク

人
ノ

サ
ト
リ
云
ハ

ン
方
ニ

可　
シ

レ

付
ク

、
大
事
モ
独
リ

計
ヘ
ハ
、
後
悪
カ
ル

　

ベ
シ
、
サ
レ
ハ

太
子
ノ

憲
法
ニ

云
ク
、
大
事
ハ

不　
レ

可　
ラ

二

独
リ

断　
ル

一

、
必
ス

与　
レ

衆
宜
論
ス

（
松
平
家
披
雲
閣
本
「
大
事
ヲ
ハ
一
人
シ
テ
理
ヘ
カ
ラ
ス
、
必
ス

衆
ト
共

ニ

セ
ヨ
ト
」）、
小
事
ハ
是
軽
シ

不　
レ

可　
二

必
ス

衆　
ト
ス

一　

（
他
本
「
小
事
」
以

下
な
し
）
云
リ

▼
岩
瀬
文
庫
本
『
賢
才
往
来
』
第
八
状

太
子
ノ

憲
法
ニ

云
フ

。
犬
多　
ケ
レ
バ

二　
　

吠
ユ
ル

　

事　
一

嫌
ハ
レ

　

。
人
者
言
フ
コ
ト

　
　

多
ケ
レ
バ

　
　

事
不ズ　
レ

吉
云
々
。
去サ

レ
バ者

、
万
言
万
答マ

マ
ハ

、
不　
レ

如シ　

カ
二

一
黙　
ニ
一

。
百
戦

百
勝
ハ

、
不　
レ

如シ　

カ
二

一
忍　
ニ
一

云
ト々

。
大
唐
ノ

当
文
ハ

押　
レ

壁
守
ル

云
々
。

或
文
ニ

言
。
諸
病
ハ

者
自　
レ

口
入
ル

。
諸
ノ

科
ハ

従　
リ
レ

口
出
ヅ

。
云
々

『
五
常
内
義
抄
』
信
一
（
内
閣
文
庫
本
）

第
一
、
人
ハ
多
ク

物
ノ

云
事
、
不　
レ

可　
レ

有
ト
云
ハ
、
左マ

マ子
ニ

云
ク

、
犬

ハ

多
ク

吠
ヲ

吉
ト

セ
ス
、
人
ハ
多
ク

物
云
ヲ

能
ト
セ
ス
ト
云
ヘ
リ
、
多
ク

物
ノ

云
ヘ
ハ
、
過
言
失
錯
出
来
也
、
サ
レ
ハ
唐
シ
ノ

　

賢
キ

人
々
ハ
、
万

言
万
答マ

マ

不　
レ

如シ　

カ
二

一
黙　
ニ
ハ

一　

、
百
戦
百
勝
モ

不　
レ

如　
二

一
忍　
ニ
ハ

一　

ト
云
ル
、

文
ヲ

書
テ

壁
ニ

懸
リ

、
マ
ホ
リ
ニ
ス
ル
ト
カ
ヤ
、
文
ノ

心
ハ
、
万
度
言

事
皆
当
ト
イ
ヘ
共
、
黙
シ

テ
不　
レ

謂
ニ
ハ
、
不　
レ

如
、
百
度
戦
テ

万マ
マ

度

勝
共
忍
テ

不　
レ

戦
ニ
ハ
不　
レ

如
ト

云
リ
、
爰
ニ

要
覧
ニ

云
ク

、
病
ハ

口
ヨ
リ

入
リ

、
禍
ハ
口
ヨ
リ

　

出
ツ
ト

　

之マ
マ

リ

、

右
の
ご
と
く
、
複
数
箇
所
に
亘
っ
て
、『
五
常
内
義
抄
』
と
の
一
致
が

確
認
で
き
る）

54
（

。
一
致
箇
所
の
量
、
お
よ
び
、
組
合
せ
を
見
れ
ば
、
依
拠
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関
係
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
が
、
破
線
部
な
ど
、
現
存
諸
本
に
な
い
要
素

を
含
み
持
つ
点
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
書
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
慈
賢
『
実

語
教
注）

55
（

』
を
見
る
と
、

▼
『
実
語
教
注
』
本

五
常
内
義
抄
ニ

云
ク

、
人
ハ

本
意
無
キ

事
有
リ

ト
モ
、
左
右
ナ
ク

　

、
中
ヲ

タ

カ
フ
不
可
。
違タ

カ
イ

ヌ
レ
ハ
、
敵
キ
モ

　

我
モ

オ
ト
ラ
シ
ト
、
悪ワ

ロ
カ
ラ
ン

　
　

事
ヲ

聞

キ

出
タ
シ

　

、
ヨ
カ
ラ
ン
事
ヲ

見
陰
ン
ト
ス
ル

　
　
　

故
ニ

、
念
々
カ
タ
ク
ム
ス
ホ
ヽ

リ
テ
、
生
々
世
ニ々

息ヤ
ム

不
可
。
況
ヤ

仮
染
ニ
モ

　

、
出
家
ノ

道
ニ

入
ル

人
ハ

、

努
力
、
此
義
不
可
有
。
世
親
菩
薩
ノ

倶
舎
論
ニ
モ

　

、
僧
衆
和
合
楽
ト

判

シ

給
ヘ
リ

　

。
僧
ハ

無
隔
和
合
セ
ル
ヲ

　
　

楽
ク
ト

　

ス
ヘ
シ
。
又
、
京ケ

イ
シ師

大
師
ノ

皈
三

宝
ノ

偈
ニ
モ

　

、
僧
ニ

皈
シ
テ

　

諍
論
ヲ

息ヤ
メ

、
同
ク

和
合
海
ニ

入
レ
ト

　

、
勧
発
シ

玉

ヘ
リ
。
和
合
ノ

義
無
ク

、
隔
歴
不
融
ナ
ラ
ン
ハ
、
正マ

サ
ニ

菩
薩
ニ

至
ン

事

難
シ

。
左
ハ

逆
罪
ノ

中
ニ
モ

　

、
破
和
合
僧
ト

云
ヘ
リ
。
深
ク

慎
ム
ヘ
シ

　
　

。
敢
テ

違
逆
ス
ル

　

事
ナ
カ
レ
。

『
五
常
内
義
抄
』
義
七
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

第
七
云
、
人
ハ

少
々
本
意
無
キ
事
ア
リ
ト
モ
、左
右
無
ク

中
ヲ

違
不
可
、

指
当
テ

本
意
無
キ
事
ア
リ
ト
モ
、
世
間
ノ
習
ハ
サ
ノ
ミ
コ
ソ
ア
レ

ト
思
宥
テ
、
違
不ス　
レ

可　
一

、
違
ヌ
レ
ハ
敵
モ
我
ヲ
ト
ラ
シ
ト
、
ワ
ル

カ
ラ
ン
事
ヲ
聞
出
、
吉
カ
ラ
サ
ラ
ン
事
ヲ
見
ン
ト
ス
ル
程
ニ
、
弥

憤
念
難マ

マ

ク
ム
ス
ホ
ヲ
リ
テ
、
生
ニ々

不
安
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
「
生
々

世
々
ヤ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
」）、
何
ニ

況
ヤ
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
、
出
家
ノ

道
ニ

入

ラ
ン
人
、
努
々
此コ
ノ

義
不
可
在
、
法
相
ヲ

判
セ
ル
（
吉
田
幸
一
氏
蔵

本
「
法
相
」
以
下
な
し
）
世
親
菩
薩
ノ

倶
舎
論
ニ

モ
、
僧
衆
和
合
楽
ト

云
テ
、
僧
ハ

必
ス

隔
無
ク
、
和
合
セ
ル
ヲ
楽
ト
ス
ト
云
ヘ
リ
、
又
善

導
和
尚
帰
三
宝
ノ

偈
ニ

モ
、
僧
ニ

キ
シ
テ
諍
論
ヲ

止ヤ

メ
、
同
和
合
ノ
海

ニ

入
ト
コ
ソ
、
教
給
ヒ
タ
レ
、
和
合
ノ

義
無
ク
シ
テ
、
隔
歴
不
融
ナ

ラ
バ
、
タ
ヽ
チ
ニ
（
他
本
「
正
ニ

」）
菩
提
（
書
陵
部
本
「
菩
薩
」）
ニ

到
ラ
ン
事
難
シ

、
サ
レ
ハ
逆
罪
ノ

中
ニ
ハ
、
破
和
合
僧
ト
云
ヘ
リ
、

尤
ツ
ヽ
シ
ミ
ヤ
ハ
ラ
ク
ヘ
シ
、

右
の
ご
と
く
、『
五
常
内
義
抄
』
を
明
示
的
に
引
用
す
る
箇
所
が
、
四

例
確
認
で
き
る）

56
（

。

　

書
名
を
明
示
し
な
い
箇
所
に
関
し
て
も
、

▼
『
実
語
教
注
』
本

凡
、
師
長
ノ

恩
ハ

、
父
母
ノ

恩
ニ

過
キ
タ
リ
ト

　
　
　

云
フ

。
其
故
ハ

、
父
母
ノ

恩
ハ

三

家マ
マ

ノ

内
ノ

恩
也
。
師
長
ノ

恩
ハ

三
家マ

マ
ヲ

進
メ

出
シ
テ

　

、
無
為
涅
槃
ノ

都
コ
ニ

　

至
ラ

シ
ム
ル
カ
故
ニ

、
師
長
ノ

恩
徳
尤
モ

勝
レ
タ
リ
ト

　
　
　

云
ヘ
リ
。
就
中
、
師
長
ノ

恩
徳
報
謝
ノ

例
証
ヲ

勘
出
セ
ハ

　

、
昔
ノ

大
王
ハ

千
歳
ノ

間
、
阿
私
仙
人
ニ

給

仕
シ

、
薬
王
ハ

身
ヲ

焼
キ

、
臂
ヲ

燃ト
ホ

シ
テ

　

、
浄
明
徳
ノ

廟
ニ

供
シ

、
花ケ

ケ
ン眼

ハ

抜

キ
テ

　

奉
リ

、
怨オ

ン
シ
ヨ
ウ勝

ハ

耳
ヲ

カ
キ
テ
孝ケ

ウ
シ

、
知
足
ハ

足
ヲ

切
テ

、
利
養
ハ

股
ヲ

サ

キ
、
善
面
ハ

舌
ヲ

抜
キ

、
花
徳
ハ

歯
ヲ

施
コ
シ

　

、
光
明
ハ

身
ヲ

授
ツ
ケ

　

、
妙
色
ハ

子
ヲ

与
ヘ

、
修
楼
ハ

妻
ヲ

授
ク
ト

　

云
ヘ
リ
。
已
上

　

。

『
五
常
内
義
抄
』
仁
一
（
内
閣
文
庫
本
）

第
一
、
人
ハ

父
母
師
長
ノ
孝
養
ノ

心
深
カ
ル
ヘ
シ
ト
云
ハ
、（
中
略
）

又
師
長
ノ

恩
ニ
ハ

　

不　
レ

過
（
松
平
家
披
雲
閣
本
「
師
長
ノ

恩
ハ
、
父
母
ノ

恩

ニ
ハ

　

過
タ
リ

　

」）
ト

云
ヘ
リ
、
其
ノ
ユ
ヘ
ハ
父
母
ノ

恩
ハ

三
界
内
ノ

恩
也
、
師
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長
ノ

恩
ハ

三
界
ヲ

勧
メ

出
シ
テ
、
無
為
涅
槃
ニ

至
ル

故
也
、
仍
テ

師
長
ノ

恩

ハ

勝
レ
タ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
然
レ
ハ

　

師
ノ
恩
ノ

カ
タ
シ
ケ
ナ
キ
事
諭
ヲ

取
ニ

物
ナ
シ
、
サ
レ
ハ
、
観
音
ハ

本
師
阿
弥
陀
如
来
ヲ

宝
冠
ニ

イ
タ
ヽ
キ

給
ヘ

リ
、
師
ノ

恩
ヲ

報
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
勘
ヱ

申
サ
ハ
、
昔
ノ

大
王
ハ

千
歳

之
間
阿
私
仙
ニ

給
仕
シ

、
薬
王
菩
薩
ハ

身
ヲ

焼
、
臂
ヲ

ト
ボ
シ
テ
浄
明

徳
ノ
廟
ニ

供
シ
、
花
眼
ハ

眼
ヲ

抜
テ

奉
リ

、
恩
勝
ハ

耳
ヲ

焼
テ

供
養
シ（
書
陵

部
本
「
怨
勝
ハ

耳
ヲ

カ
キ
テ
孝
シ

」）、
知
足
ハ

足
ヲ

切
リ

、
利
益
ハ

股
ヲ

割
キ

、

善
面
ハ

舌
ヲ

抜
キ

、
華
徳
ハ

歯
ヲ

ホ
ト
コ
シ
、
光
明
ハ
身
ヲ
授
ケ

、
妙
色

ハ

子
ヲ
ア
タ
ヘ
、
修
楼
ハ

目
（
他
本
「
妻
」）
ヲ

サ
ツ
（
ク
）
ト
云
ヘ
リ
、

右
の
ご
と
く
、
一
致
す
る
箇
所
が
三
例
（
お
よ
び
、
存
疑
一
例
）
確
認
で

き
る
の
で
、
地
の
文
の
利
用
と
い
う
点
で
は
、
他
の
典
籍
に
比
し
て
、

利
用
回
数
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
事
実
が
『
実
語
教
』
の

註
釈
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
や
は
り
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
は
、
依
拠
関
係
の
認
定
が
最
も
た
や
す
く
、
ま
た
、
通
常
の
利

用
法
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
前
二
者
①
②
に
比
し
て
、
必
ず
し

も
多
い
と
は
言
い
難
く
、
享
受
資
料
を
瞥
見
す
る
か
ぎ
り
で
は
―
つ
ま

り
、
引
用
と
い
う
面
に
お
い
て
は
―
、
中
心
的
利
用
法
で
は
な
い
可
能

性
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

如
上
か
ら
、『
五
常
内
義
抄
』
享
受
に
関
し
て
、「『
五
常
内
義
抄
』、

あ
る
い
は
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
」
と
い
う
留
保
が
依

然
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
当
該
書
が
、
中
世
に
お
い
て
、
広
く
流
布

し
て
い
た
こ
と
―
お
よ
び
、
中
世
後
期
学
問
史
上
に
、
隠
然
と
、
た
し

か
な
地
歩
を
占
め
て
い
た
こ
と
―
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
中
世
（
特

に
中
世
後
期
）
に
お
け
る
引
用
と
い
う
面
に
限
っ
て
言
え
ば
、『
五
常
内

義
抄
』（
あ
る
い
は
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
）
が
、『
仲
文
章
』・

『
実
語
教
』・『
童
子
教
』、
お
よ
び
、『
十
訓
抄
』
よ
り
も
、
広
く
利
用

さ
れ
て
い
た
可
能
性
す
ら
、
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
上
記
享
受
資
料
に
お
い
て
、
編
者
の
種
姓
が
あ
る
程
度
明

ら
か
な
も
の
の
な
か
で
は
、
天
台
・
法
華
宗
と
関
わ
り
が
あ
る
も
の
が
、

比
較
的
多
い）

57
（

よ
う
で
あ
る
が
、
南
都
と
関
わ
り
が
あ
る
も
の
は
、『
続

教
訓
抄
』
以
外
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た）

58
（

。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
最
も
引
用
数
・
引
用
量
が
多
く
、
か
つ
、
南

都
と
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
玄
恵
註
抄
』

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文）

59
（

と
、『
玄
恵
註
抄
』

に
お
け
る
『
五
常
内
義
抄
』
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

※
引
用
に
際
し
、
一
部
、
漢
字
表
記
・
校
訂
に
関
し
て
、
変
更
を
加
え

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

【
使
用
文
献
】

『
五
常
内
義
抄
』
…
『
古
典
文
庫
』（
一
九
七
七
年
・
七
九
年
）・『
続
群
書

類
従
』
三
二
下
、『
続
教
訓
抄
』
…
『
覆
刻
日
本
古
典
全
集
』（
現
代
思
潮

社
、
一
九
七
七
年
）、『

囊
鈔
』
…
『
塵
添

囊
鈔
・

囊
鈔
』（
臨
川
書

店
、
一
九
六
八
年
）、『
色
葉
字
訓
』
…
『
龍
門
文
庫
善
本
叢
刊
』
三
（
勉
誠
社
、

一
九
八
五
年
）、『
雑
和
集
』
…
『
古
典
文
庫
』（
一
九
七
七
年
）、『
六
義
』
…

『
日
本
思
想
大
系
世
阿
弥
・
禅
竹
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）、
永
禄
二
年
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本
『
節
用
集
』・
弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』
…
『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種
研

究
並
び
に
総
合
索
引
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
四
年
）、『
體
源
抄
』
…
『
覆
刻
日

本
古
典
全
集
』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
八
年
）、
四
天
王
寺
本
（
旧
山
田
本
）『
太

子
伝
』
…
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
四
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、『
塵

荊
鈔
』
…
『
古
典
文
庫
』（
一
九
八
四
年
）、『
花
鏡
』
…
『
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
連
歌
論
集
能
楽
論
集
俳
論
集
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）、『
寝
覚
記
』

…
『
古
典
文
庫
』（
一
九
七
七
年
）、『
因
縁
抄
』
…
『
古
典
文
庫
』（
一
九
八
八
年
）、

『
横
座
房
物
語
』
…
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
一
三
（
角
川
書
店
、
一
九
八
五

年
）、
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』（
彰
考
館
本
）
…
『
伝
承
文
学
資
料
集
』（
三
弥

井
書
店
、
一
九
七
一
年
・
七
三
年
）、『
一
乗
拾
玉
抄
』
…
中
野
真
麻
理
氏
「
叡

山
文
庫
天
海
蔵
『
一
乗
拾
玉
抄
』（
巻
一
）
翻
刻
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』

二
五
、一
九
九
九
年
）、西
教
寺
本『
法
華
懺
法
私
』…『
天
台
宗
全
書
』一
一（
第

一
書
房
、一
九
七
三
年
）、『
一
宗
行
儀
抄
』・『
師
長
恩
重
事
』・『
直
心
集
』…『
真

宗
史
料
集
成
』
五
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
醍
醐
寺
本
『
聖
徳
太
子

伝
記
』
…
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集
成
』
二
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、
尊

経
閣
文
庫
本『
西
明
寺
殿
御
歌
』…『
古
典
文
庫
中
世
近
世
道
歌
集
』（
一
九
六
二

年
）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
本
『
西
明
寺
殿
御
歌
百
首
』
…
内
田
澪
子
氏
「『
極

楽
寺
殿
御
消
息
』
再
考　

田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
所
収
本
の
紹
介
か
ら
・

附
翻
刻
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
六
、二
〇
〇
七
年
）、
岩

瀬
文
庫
本
『
賢
才
往
来
』
…
『
日
本
教
科
書
大
系
』
一
（
講
談
社
、
一
九
六
八

年
）、『
実
語
教
注
』
…
酒
井
憲
二
氏
「
翻
刻
『
実
語
教
注
』」（『
調
布
日
本
文

化
』
一
〇
、二
〇
〇
〇
年
）、
国
会
図
書
館
本
『
和
漢
朗
詠
注
』
…
『
和
漢
朗
詠

集
古
注
釈
集
成
』
二
上
（
大
学
堂
書
店
、
一
九
九
四
年
）、『
童
子
教
』
…
『
日

本
教
科
書
大
系
』
五
（
講
談
社
、
一
九
六
九
年
）、『
古
事
因
縁
集
』
…
『
古
典

文
庫
』（
二
〇
〇
〇
年
）、『
仏
法
最
初
弘
仁
伝
』
…
『
真
福
寺
善
本
叢
刊
』
五
（
臨

川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）、『
聖
徳
太
子
伝
拾
遺
抄
』
…
『
中
世
聖
徳
太
子
伝
集

成
』
五
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）、『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
…
『
大
日
本
仏

教
全
書
聖
徳
太
子
伝
叢
書
』（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
）、『
二
十
五
三
昧

式
』
…
『
恵
心
僧
都
全
集
』
一
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
一
年
）、『
宝
物
集
』

…
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、『
慶
長
見
聞
集
』

…
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
八
（
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
仮
名
本
『
曾

我
物
語
』（
古
活
字
版
）
…
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六

年
）、『
和
漢
朗
詠
註
抄
』
…
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
一
（
大
学
堂
書
店
、

一
九
九
七
年
）

注（
１
）
以
上
、『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年
）「
五
常

内
義
抄
」
項
（
黒
田
彰
氏
執
筆
）。

（
２
）『
古
典
文
庫
五
常
内
義
抄
下
』（
一
九
七
九
年
）。

（
３
）
文
永
七
年
〜
元
亨
二
年
成
立
。

（
４
）
太
田
氏
は
、
さ
ら
に
、
両
書
当
該
記
事
と
『
玉
函
秘
抄
』
の
近
似
を
指

摘
し
て
い
る
。

（
５
）
新
出
の
龍
蔵
院
旧
蔵
本
は
未
見
。
久
野
俊
彦
氏
編
『
修
験
龍
蔵
院
聖
教

典
籍
文
書
類
目
録
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
６
）
最
も
古
態
を
保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

原
態
を
保
っ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
７
）『
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
第
三
巻
』（
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。
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た
だ
し
、
依
拠
関
係
に
あ
る
と
し
て
も
、
翻
案
で
あ
る
た
め
、
以
下
の
検
討

で
は
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
８
）
た
だ
し
、
行
論
の
都
合
上
、『
寝
覚
記
』・
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

　
　

な
お
、『
五
常
内
義
抄
』
の
引
用
は
、
対
照
す
る
典
籍
の
記
述
に
（
全
体

が
平
均
的
に
）
も
っ
と
も
近
い
本
、
あ
る
い
は
、
対
照
す
る
典
籍
の
記
述
と

特
徴
的
な
一
致
を
示
す
本
に
よ
る
こ
と
と
し
、
同
一
典
籍
と
の
対
照
に
お
い

て
も
、
特
定
の
一
本
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
こ
と

わ
っ
て
お
く
。
伝
本
数
が
少
な
い
こ
と
と
、
本
文
の
流
動
性
が
高
い
こ
と
に

対
す
る
処
置
と
し
て
、
諒
と
さ
れ
た
い
。

（
９
）
太
田
次
男
氏
「『
五
常
内
義
抄
』
解
題
」
参
照
。
た
だ
し
、
太
田
氏
は
、

両
書
の
一
致
か
ら
、
両
書
の
編
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
推
論
し
て
い

る
の
で
、
引
用
と
判
断
し
て
い
る
か
は
確
認
で
き
な
い
。

（
10
）『
五
常
内
義
抄
』
に
な
い
箇
所
、
お
よ
び
、
同
書
と
相
違
す
る
箇
所
に
破

線
を
附
す
こ
と
と
す
る
（
項
目
名
・
題
目
等
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
）。

以
下
同
じ
。

（
11
）
以
下
、
稿
者
に
よ
る
異
本
註
記
は
、
網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

こ
と
わ
っ
て
お
く
。

（
12
）
対
照
す
る
典
籍
に
な
い
箇
所
、
お
よ
び
、
当
該
書
と
相
違
す
る
箇
所
に

波
線
を
附
す
こ
と
と
す
る
（
項
目
名
・
題
目
等
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
）。

以
下
同
じ
。

（
13
）『
続
教
訓
抄
』「
又
云
」
部
分
、
お
よ
び
、
破
線
部
は
、『
沙
石
集
』
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
太
田
次
男
氏
「『
五
常
内
義
抄
』
解
題
」
参
照
。

　
　

よ
っ
て
、『
五
常
内
義
抄
』
諸
本
間
に
五
常
配
当
の
錯
乱
が
認
め
ら
れ
な

い
以
上
、『
五
常
内
義
抄
』
と
『
続
教
訓
抄
』
の
一
致
か
ら
、
両
書
の
編
者

が
同
一
人
物
で
あ
る
と
推
測
す
る
場
合
、
自
説
で
あ
る
は
ず
の
五
常
配
当
説

を
一
部
『
沙
石
集
』
に
よ
っ
て
変
更
し
て
い
る
点
を
、
合
理
的
に
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
両
書
の
一
致
は
、『
続
教
訓
抄
』
に
よ
る
先
行
典
籍
（『
五

常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
）
か
ら
の
引
用
と
見

る
ほ
う
が
穏
当
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
14
）「『
孔
子
論
』
一
巻
附
『
台
宗
三
大
部
外
勘
鈔
』」（『
中
世
の
説
話
と
学
問
』

和
泉
書
院
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）。

（
15
）
文
安
二
年
〜
三
年
成
立
。『
五
常
内
義
抄
』
利
用
に
つ
い
て
は
、
木
村
晟

氏
・
鈴
木
功
真
氏
・
相
澤
貴
之
氏
「『
色
葉
字
訓
』
に
つ
い
て
」（『
日
本
語

辞
書
研
究
第
４
輯
』
港
の
人
、
二
〇
〇
六
年
）、
小
木
曽
千
代
子
氏
「
玄
恵

拾
集
譜
―
資
料
に
於
け
る
玄
恵
―
」（『
玄
恵
法
印
研
究
事
跡
と
伝
承
』
新
典

社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
た
だ
し
、
小
木
曽
氏
は
、
典
拠
の
確
定
に
関
し

て
、
判
断
を
保
留
し
て
い
る
。

（
16
）『
五
常
内
義
抄
』
と
『
童
子
教
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
野
達
氏
「
童

子
教
の
成
立
と
注
好
選
集
―
古
教
訓
か
ら
説
話
集
へ
の
一
パ
タ
ー
ン
」（『
今

野
達
説
話
文
学
論
集
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
）
参
照
。

（
17
）
そ
の
他
、
存
疑
の
箇
所
―
後
述
す
る
類
書
的
利
用
に
該
当
す
る
も
の
―

二
例
あ
り
。

（
18
）
龍
門
文
庫
蔵
天
文
頃
写
本
。『
五
常
内
義
抄
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

木
村
晟
氏
・
鈴
木
功
真
氏
・
相
澤
貴
之
氏
「『
色
葉
字
訓
』
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
19
）
寛
永
十
八
年
以
前
成
立
。『
五
常
内
義
抄
』
利
用
に
つ
い
て
は
、
田
中
重

太
郎
氏
「
雑
和
集
解
説
」（『
古
典
文
庫
雑
和
集
』
一
九
七
七
年
）
参
照
。

（
20
）
応
永
三
十
五
年
成
立
。

（
21
）
室
町
初
期
頃
写
本
。

（
22
）『
日
本
思
想
大
系
世
阿
弥
・
禅
竹
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
頭
註
。

（
23
）
太
田
次
男
氏
「『
五
常
内
義
抄
』
解
題
」。

（
24
）
同
様
の
記
事
は
、
文
明
本
『
節
用
集
』・
弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』・『
月
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庵
酔
醒
記
』・『
大
諸
礼
集
』・『
火
桶
の
草
子
』等
に
も
あ
り
。土
井
忠
生
氏「
天

草
版
金
句
集
〔
二
〕
五
常
」（『
吉
利
支
丹
文
献
考
』
三
省
堂
、
一
九
六
三
年
、

初
出
一
九
五
四
年
）、
山
内
洋
一
郎
氏
『
天
草
本
金
句
集
の
研
究
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。
た
だ
し
、『
火
桶
の
草
子
』
に
つ
い
て
は
、
指

摘
さ
れ
て
い
な
い
。

（
25
）
下
巻
の
み
現
存
。

（
26
）
太
田
次
男
氏
「『
五
常
内
義
抄
』
解
題
」。

（
27
）
永
正
九
年
〜
十
二
年
成
立
。
な
お
、
十
ノ
下
に
、『
続
教
訓
抄
』「
五
常
」

項
に
よ
る
箇
所
あ
り
。

（
28
）
享
徳
四
年
以
前
成
立
。

（
29
）
橘
寺
・
多
武
峰
伝
来
、
天
正
十
一
年
以
前
室
町
後
期
写
本
。

（
30
）
文
明
十
四
年
頃
成
立
。

（
31
）
当
該
記
事
は
、
内
閣
文
庫
本
・
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
の
み
に
あ
る
。

太
田
次
男
氏
「『
五
常
内
義
抄
』
解
題
」
参
照
。

（
32
）
引
用
本
文
に
関
す
る
類
似
八
例
あ
り
。
な
お
、
地
の
文
に
お
け
る
一
致

に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
33
）
応
永
三
十
一
年
成
立
。

　
　

そ
の
他
、
一
箇
所
の
み
一
致
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、
聖
聡
『
大
経
直

談
要
註
記
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
34
）
同
時
に
、
二
重
傍
線
部
は
、『
五
常
内
義
抄
』・『
続
教
訓
抄
』
の
典
拠
か

と
考
え
ら
れ
る
『
玉
函
秘
抄
』
所
引
『
論
衡
』
に
も
見
え
な
い
記
事
で
あ
る
。

（
35
）鎌
倉
末
期
成
立
か
。『
五
常
内
義
抄
』利
用
に
関
し
て
は
、菅
原
利
晃
氏「『
寝

覚
記
』
出
典
考
」（『
国
文
学
研
究
叢
書
６
和
歌
と
説
話
文
学
篇
』
一
九
九
〇

年
）
参
照
。

　
　

そ
の
他
、
複
数
箇
所
の
一
致
が
確
認
で
き
る
例
と
し
て
、
玄
棟
『
三
国
伝

記
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
36
）『
宝
積
経
』
に
な
し
。

（
37
）
室
町
末
期
成
立
、
法
華
宗
僧
編
と
さ
れ
る
。
阿
部
泰
郎
氏
「
解
説
」（『
古

典
文
庫
因
縁
抄
』
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
38
）
阿
部
泰
郎
氏
「
解
説
」
所
収
「『
因
縁
抄
』
関
連
説
話
所
収
書
目
一
覧
」

に
指
摘
あ
り
。

（
39
）
室
町
前
期
成
立
か
。

（
40
）
類
書
、
あ
る
い
は
、
教
訓
書
。

（
41
）『
中
世
文
学
の
諸
相
と
そ
の
時
代
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
、
初
出

一
九
九
〇
年
）。

（
42
）『
淮
南
子
』
本
文
、
続
群
書
類
従
本
に
な
し
。

（
43
）
三
浦
浄
心
『
慶
長
見
聞
集
』
に
も
同
様
の
例
が
確
認
で
き
る
が
、
同
書

は
仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
か
ら
孫
引
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

▽
『
慶
長
見
聞
集
』
一

　

古
き
言
葉
に
貧
き
と
賤
と
は
人
の
悪
む
所
、
と
み
と
貴
と
は
人
の
欲
す

る
所
な
り
。
然
れ
ど
も
、
漢
書
に
、
位
の
高
か
ら
ざ
る
を
ば
な
げ
か
ざ

れ
、
知
恵
の
広
か
ら
ざ
る
を
ば
な
げ
く
べ
し
と
い
へ
り
、

　
　
『
慶
長
見
聞
集
』
四

　

扨
又
、
扁
鵲
も
針
薬
を
し
や
う
せ
ざ
る
病
を
ば
治
せ
ず
と
い
へ
り
。
所

望
な
ら
ば
此
万
病
円
を
う
る
べ
し
。

　
　

仮
名
本
『
曾
我
物
語
』
七
（
古
活
字
版
）

　
「「
意
に
あ
ふ
時
は
、
胡
越
も
ら
ん
て
い
た
り
。
あ
は
ざ
る
時
は
、
骨
肉

も
て
き
し
や
う
た
り
。
智
者
の
敵
と
は
な
る
と
も
、
愚
者
の
友
と
は
な

る
べ
か
ら
ず
。
位
の
た
か
ゝ
ら
ぬ
を
な
げ
か
ざ
れ
、
知
の
ひ
ろ
か
ら
ぬ

を
ば
な
げ
く
べ
し
」
と
は
、
漢
書
の
こ
と
ば
な
ら
ず
や
」。（
中
略
）「
な

ん
ぢ
ら
は
、
親
の
よ
き
を
申
あ
つ
む
る
か
や
。
い
で
又
、
み
づ
か
ら
、

子
の
孝
行
な
る
事
を
い
ひ
て
き
か
せ
ん
。
孟
宗
は
、
雪
の
う
ち
に
筍
を



― 58 ―

ゑ
、
王
祥
は
、
氷
の
上
に
魚
を
ゑ
、
く
わ
け
ん
は
、
眼
を
ぬ
き
、
お
ん

せ
う
は
、
耳
を
や
き
、
ち
そ
く
は
、
足
を
き
る
、
せ
ん
め
む
は
、
舌
を

ぬ
き
、
く
わ
そ
く
は
、
歯
を
ほ
ど
こ
し
、
く
は
ふ
め
い
は
、
身
を
あ
た
え
、

め
う
し
き
、
子
を
こ
ろ
す
。
こ
れ
み
な
、
孝
行
の
た
め
な
ら
ず
や
。「
扁

鵲
も
、
鍼
薬
を
し
や
う
ぜ
ざ
る
病
を
治
せ
ず
。
け
ん
し
や
う
王
も
、
善

言
の
き
か
ざ
る
君
を
ば
も
ち
い
ず
」
と
こ
そ
申
せ
。
人
の
こ
と
ば
を
き

か
ざ
る
者
、
何
の
用
に
か
た
つ
べ
き
。
そ
の
上
、
不
孝
の
者
を
ば
、
お

な
じ
道
を
も
行
べ
か
ら
ず
。
い
そ
ぎ
出
よ
」
と
い
ひ
け
る
。

『
五
常
内
義
抄
』
智
二
十
二
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

亦
漢
書
ニ
云
、
位
ノ
不
貴
事
ヲ
ウ
レ
ヘ
ス
シ
テ
、
徳
ノ
不
厚
事
ヲ
ウ
レ

ヘ
ヨ
、
禄
ノ
不
多
事
ヲ
ウ
レ
ヘ
ス
シ
テ
、
智
ノ
不
広
事
ヲ
ウ
レ
ヘ
ヨ
、

『
五
常
内
義
抄
』
智
十
九
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

塩
鉄
論
ニ
、
扁
鵲
モ
針シ

ン

薬
ヲ
ウ
ケ
サ
ル
病
ヲ
バ
、
治
シ
カ
タ
シ
、
賢
聖

モ
善
言
ヲ
用
サ
ル
君
ヲ
ハ
、
直
ナ
ル
事
ア
タ
ハ
ス
ト
云
リ
、

（
44
）
類
書
、
あ
る
い
は
、
教
訓
書
。

（
45
）『
五
常
内
義
抄
』
か
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
典
籍
（
類
書
、
あ

る
い
は
、
教
訓
書
）。

（
46
）
長
享
二
年
成
立
。

（
47
）
承
応
元
年
以
前
成
立
。

（
48
）
正
保
四
年
以
前
成
立
。

（
49
）
成
立
年
代
不
明
。

（
50
）
長
禄
四
年
写
本
。

（
51
）
室
町
初
期
写
本
。

（
52
）
天
文
十
九
年
写
本
。
内
田
澪
子
氏
「『
極
楽
寺
殿
御
消
息
』
再
考　

田
中

穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
所
収
本
の
紹
介
か
ら
・
附
翻
刻
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
六
、二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
53
）
室
町
後
期
写
本
。

（
54
）そ
の
他
、引
用
本
文
の
一
致
が
二
例
確
認
で
き
る
が
、一
致
箇
所
が
す
べ
て
、

『
五
常
内
義
抄
』
下
巻
相
当
部
分
（「
礼
」・「
智
」・「
信
」
部
）
に
当
た
る
こ

と
、
三
次
市
立
図
書
館
本
『
賢
済
往
来
』
に
見
え
な
い
記
事
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
な
お
、
新
出
の
小
泉
吉
永
氏
蔵
本
は
未
見
。

（
55
）
宝
徳
三
年
成
立
。「
根
本
大
師
ノ
末
法
灯
明
記
」
と
、
最
澄
を
「
根
本
大

師
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
編
者
は
天
台
僧
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

な
お
、
引
用
本
文
に
関
す
る
一
致
五
例
あ
り
。

（
56
）
た
だ
し
、
現
存
諸
本
に
見
え
な
い
も
の
が
一
例
あ
る
。

　

▼
『
実
語
教
注
』
末

此
文
意
、
五
常
内
義
抄
云
、
人
ノ

悦
ヲ

見
ハ

、
共
ニ

悦
ト

云
ヘ
リ
。
魏キ
ノ

文
侯コ

フ

ノ

代ヨ
ニ

年
貢
毎コ

ト　

ニ
レ

年
増マ
ス

。
時
ノ

人
、
是
ヲ

喜
テ

帝
ニ

奏
ス

。
文
侯
曰ノ

タ
マ

ハ
ク

　

、
庶

民
ノ

数
増
ス

事
無
ク
シ
テ

　
　

、
租ソ

セ
イ税

年
毎
ト

増
ス

。
是
責
収
ム
ル
コ
ト

　
　
　

密キ
ヒ

シ
キ

　

也
。
喩
ヘ
ハ

　

皮カ
ワ

ヲ

張
ル

。
弘
ロ

カ
ラ
シ
ム
レ
ハ
即
薄
シ

。
狭セ

ハ

カ
ラ
シ
ム
レ
ハ
即
厚
シ

。
薄

ケレハ
　　

破レ安

シ

。
厚
レ
ケ

　
　
ハ

此レ
全
シ

。
民
ノ

煩
ヲ　
ヒ

治メ
、
天
下
ヲ

治メ
タ
マ
フ。
太

宗ソ
ウ

、
此
ノ

文
ヲ

引
テ

、
民
ノ

煩
ヒ
ヲ

　

止ト
ヽ
メ
テ

　

、
天
下
ヲ

治
ム
ト

　

云
ヘ
リ
。
我
朝
ニ
ハ

　

天

暦
ノ

御
門
、
三
冬
ノ

寒
夜
ニ
ハ

　

、
四
海
ノ

黎
民
イ
カ
ニ
寒
カ
ル

　

ラ
ン
ト
テ

　

、
御
衣
ヲ

脱ヌ
カ
セ

　

タ
マ
ヒ
、
三
年
ノ

間
、
調ミ

ツ
キ
モ
ノ物

ヲ

止ト
ヽ

メ
ツ

　

。
民
ヲ

安
ク
シ

　

、
民
ノ

烟カ
マ
ト

ノ

豊ユ
タ

カ
ニ

　

成
リ
シ
ヲ

　
　

悦
コ
ヒ

　

御マ
シ
マ

シ
テ

　

、
御
製
ニ

云
ク

、

 

高
屋
尓ニ

上
天
見
ハ

煙
立
民
ノ

烟
ハ

豊
ワ
ヒ
ニ

　
　

気
利

　
『
五
常
内
義
抄
』
仁
五
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

第
五
云
ク

、
万
事
ニ

付
テ
猜ソ

ネ
ミ

妬
ム
事
ナ
カ
レ
、
人
ノ

悦
ヲ

見
テ
ハ
共
ニ

悦
、

人
ノ

歎
ヲ
見
テ
ハ

　

、
共
ニ

歎
ヘ
シ
ト
云
ヘ
リ
、

　
　
『
五
常
内
義
抄
』
仁
二
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　

第
二
云
ク

、
所
ヲ

知
ニ
ハ
必
民
ヲ
哀
ヘ
シ
、民
ナ
ク
ハ
不
可
有
徳
、（
中
略
）

又
穆
天
子
ノ

伝
云
ク

、
秦
穆
公
、
慈
悲
深
ク

心
広
キ
君
也
、
天
下
ノ

飢
饉
ヲ
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悲
テ

、
高
キ

楼
ヲ

立
テ

、
必
コ
ノ
楼
ニ

登
テ

、
四
方
ヲ

見
給
ニ

、
煙
立
サ
ル
里サ
ト
ヱ
ハ

　

、

常
ニ

米
酒
ヲ

遣
シ
、
寒
痛
忍
難
キ
所
ヘ
ハ
、
衣
服
ヲ

送
給
ケ
リ
、
サ
レ
ハ

延
喜
御
門
モ

、　

　

高
屋
ニ
登
テ
見
ハ
煙
立
民
ノ
カ
マ
ト
ハ
ニ
キ
ハ
ヒ
ニ
ケ
リ
ト
ア
ソ
ハ

シ
ケ
ル
ナ
リ
、

（
57
）
た
だ
し
、
有
意
差
は
な
い
。

（
58
）
た
だ
し
、
稿
者
の
調
査
範
囲
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

（
59
）『
五
常
内
義
抄
』
を
指
す
。
以
下
同
じ
。

（
の
が
み
・
じ
ゅ
ん
い
ち　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
）


